
4　１・２年の復習

1·2 年の復習1·2 年の復習 ■得点
/100点数と式

 次の計算をしなさい。

□⑴　4 6 7- - -] g 　□⑵　 8
4
3

#- -] dg n

□⑶　6 3 4#+ -] g 　□⑷　5 2 4 32# - - -] ]g g

 次の計算をしなさい。
□⑴　x x5 3- +  　□⑵　 x x2 4 3 2- - +] ]g g

□⑶　 a b a b2 3 3 2+ - -] ]g g 　□⑷　 x y x y
3
2

9
4+

-
-

□⑸　 a b a
5
4

15
22 '  　□⑹　 xy x y12 4 3' #-] g

 a 2= ，b 3=- のとき，次の式の値を求めなさい。
□⑴　 a b5 2-  　□⑵　 a b b a2 8 42 # '-] g

 次の等式を〔　〕内の文字について解きなさい。

□⑴　 x y4 3 12- = 　〔y〕 　□⑵　S lr
2
1

= 　〔l〕

 次の数量を表す式をつくりなさい。
□⑴ 　300円の a％

□⑵ 　2 kmの道のりを毎分 x mの速さで 10分間歩いたときの残りの道のり

1

2

3

4

5

⑴

⑵

⑶

⑷

（ ３点× ４＝１２点）1

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

（ ３点× ６＝１８点）2

⑴

⑵

（ ３点× ２＝ ６点）3

⑴

⑵

（ ３点× ２＝ ６点）4

⑴

⑵

（ ３点× ２＝ ６点）5



　１・２年の復習（数と式）　5
 次の方程式を解きなさい。
□⑴　 x x3 2 6 8- = -  　□⑵　x x3 1 5- - =] g

□⑶　 . . .x x0 5 3 1 2 0 5- = +  　□⑷　 x
x

6
2 1

2
3

1
+

= -

□⑸　 x 812 6|| =

 次の連立方程式を解きなさい。

□⑴　
x y

x y

3 3

2 8

+ =

- =
*  　□⑵　

y x

x y

4

2 3 9

= +

- =-
*

□⑶　
x y

x x y

2 5 8

3 2 5

- =

- - =-] g
*  　□⑷　 x y

x y
3
2

2
1

2

10

- =

+ =
*

 次の問いに答えなさい。
□⑴ 　xについての 1次方程式 x a ax2 10- = - の解が x 3= のとき，aの値
を求めなさい。

□⑵ 　連立方程式
x by

ax y

a

b

7

1

+ =

- =
* の解が x 2= ，y 3=- であるとき，a，bの値

を求めなさい。

  何人かの子どもにみかんを配るのに，1人 3個ずつ配ると 6個余り，1

人 4個ずつ配ると 2個足りなくなるという。次の問いに答えなさい。
□⑴　子どもの人数を x人として，方程式をつくりなさい。

□⑵　みかんの個数を求めなさい。

  ノート 2冊と鉛筆 1本の代金は 330円で，ノート 5冊と鉛筆 3本の代金
は 870円であるという。ノート 1冊の値段と鉛筆 1本の値段をそれぞれ求
めなさい。

6

7

8

9

10
□

１
・
２
年
の
復
習

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

（ ４点× ５＝２０点）6

⑴

⑵

⑶

⑷

（ ４点× ４＝１６点）7

⑴

⑵

（ ４点× ２＝ ８点）8

⑴

⑵

（ ２点× ２＝ ４点）9

ノート 鉛筆

（ ４点）10



6　１・２年の復習

1·2 年の復習1·2 年の復習 ■得点
/100点関数

 次の問いに答えなさい。
□⑴ 　yはxに比例し，x 3= のとき y 12= である。yをxの式で表しなさい。

□⑵ 　yは xに反比例し，x 4= のとき y 5=- である。x 10=- のときの y

の値を求めなさい。

□⑶ 　右の図の点 ,2 3A] gと y軸について対称
な点の座標を求めなさい。

□⑷　y
x
6

= のグラフを右の図にかきなさい。

  次のことがらの中で，yが xの 1次関数であるものをすべて選び，記号
で答えなさい。

　ア　縦が 3 cm，横が x cmの長方形の周の長さを y cmとする。
　イ　10 kmの道のりを時速x kmで進んだときにかかる時間をy時間とする。
　ウ　1辺が x cmの正方形の面積を y cm2とする。
　エ　底辺の長さが x cm，高さが 6 cmの三角形の面積を y cm2とする。

 1次関数 y x3 2=- + について，次の問いに答えなさい。
□⑴　x 4= のときの yの値を求めなさい。

□⑵　この 1次関数の変化の割合を答えなさい。

□⑶　xが 4増加するときの yの増加量を求めなさい。

□⑷　xの変域が x2 1E E- のとき，yの変域を求めなさい。

 次の問いに答えなさい。
□⑴　右の図の直線㋐の式を求めなさい。

□⑵　右の図の直線㋑の式を求めなさい。

　⑶ 　右の図に，次の①，②の 1次関数のグラフ
をかきなさい。

　□①　y x2 3=- +  　□②　y x
2
1

1= -

1

O

A

5-

5-

5

5

x

y

□
2

3

O
5-

5-

5

5

x

y㋐

㋑

4

⑴

⑵

⑶

⑷ 問題の図にかきなさい。

（ ４点× ４＝１６点）1

（ ４点）2

⑴

⑵

⑶

⑷

（ ３点× ４＝１２点）3

⑴

⑵

⑶
① 問題の図にかきなさい。

② 問題の図にかきなさい。

（ ４点× ４＝１６点）4



　１・２年の復習（関数）　7
 次の問いに答えなさい。
□⑴　傾きが 4で，点 0 3，-] gを通る直線の式を求めなさい。

□⑵　2点 2 1，-] g， 3 9，-] gを通る直線の式を求めなさい。

□⑶　点 4 3，] gを通り，直線 y=-x+5に平行な直線の式を求めなさい。

□⑷ 　x 2= のとき y 2= ，x 5= のとき y 7=- となる 1次関数の変化の割
合を求めなさい。

  次の問いに答えなさい。
□⑴　右の図の直線㋐の式を求めなさい。

　⑵ 　右の図に，次の①，②の方程式のグラフ
をかきなさい。

　□①　 x4 12=  □②　 x y3 2 6+ =-

  右の図で，直線 lは方程式 x y 9+ = のグ
ラフであり，A 0 6，] g，B 3 0，-] gである。直
線 lと直線ABの交点を Pとするとき，次の
問いに答えなさい。

□⑴　直線ABの式を求めなさい。

□⑵　点 Pの座標を求めなさい。

□⑶ 　直線 lと x軸との交点を Cとする。 PBC9 の面積を求めなさい。

  右の図において，四角形 ABCDは正方形
であり，頂点 Aは直線 y x2= 上，頂点 B， 
Cは x軸上にある。点 Bの座標が 4 0，] gのと
き，次の問いに答えなさい。

□⑴　頂点 Dの座標を求めなさい。

□⑵　直線ACの式を求めなさい。

□⑶ 　原点 Oを通り， OAC9 の面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

5

6

O5-

5-

5

5

x

y

㋐

7

8

⑴

⑵

⑶

⑷

（ ４点× ４＝１６点）5

⑴

⑵

⑶

（ ４点× ３＝１２点）7

⑴

⑵

⑶

（ ４点× ３＝１２点）8

⑴

⑵
① 問題の図にかきなさい。

② 問題の図にかきなさい。

（ ４点× ３＝１２点）6



8　１・２年の復習

1·2 年の復習1·2 年の復習 ■得点
/100点図形

 次の問いに答えなさい。
□⑴ 　図 1で，線分ABの中点Mを作図しなさい。

□⑵ 　図 2の ABC9 で， B+ の二等分線と辺ACの交点 Pを作図しなさい。
 図 １ 　　　図 ２

  右の図のような ABC ABD CBD 90+ + += = = c，
AB 6 cm= ，BC BD 4 cm= = である三角錐ABCD
について，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　辺ACとねじれの位置にある辺を答えなさい。

□⑵ 　三角錐ABCDの体積を求めなさい。

 右の図の円錐について，次の問いに答えなさい。
□⑴　展開図で，側面のおうぎ形の中心角を求めなさい。

□⑵　この円錐の表面積を求めなさい。

 次の問いに答えなさい。
□⑴　右の投影図で表された立体の体積を求めなさい。

□⑵　半径 6 cmの球の体積を求めなさい。

 次の図で， x+ の大きさを求めなさい。
□⑴　 　□⑵　　

1

2

3

4

5

⑴ 問題の図にかきなさい。

⑵ 問題の図にかきなさい。

（ ５点× ２＝１０点）1

⑴

⑵

（ ５点× ２＝１０点）2

⑴

⑵

（ ５点× ２＝１０点）3

⑴

⑵

（ ５点× ２＝１０点）4

⑴

⑵

（ ５点× ２＝１０点）5



　１・２年の復習（図形）　9
 次の図で， x+ の大きさを求めなさい。
□⑴　 　□⑵　　

□⑶ 　 　□⑷　

  右の図の ABCDf で， BAD+ の二等分
線と辺 BCの交点を Eとし，Bと D，D
と Eを結ぶ。次の問いに答えなさい。
□⑴ 　辺 ABと長さの等しい線分をすべて
答えなさい。

□⑵ 　 ABE9 と面積の等しい三角形を答えなさい。

  右の図で，AD AE= ，DB EC= である。次の
⑴，⑵の三角形の合同を証明する根拠となる三角
形の合同条件を答えなさい。

□⑴　 ABE9 と ACD9

□⑵　 DBF9 と ECF9

  右の図のように，正方形 ABCDの辺 BC上に
点 E，辺 CDの延長上に点 Fをとる。この図にお
いて，AE AF= のとき， BAE DAF+ += となる
ことを証明しなさい。

6

7

8

9
□

⑴

⑵

⑶

⑷

（ ５点× ４＝２０点）6

⑴

⑵

（ ５点× ２＝１０点）7

⑴

⑵

（ ５点× ２＝１０点）8

（１０点）9



解答 と 解説 数学 中3中3
名前

1

 ⑴　a％ → a
100

より， a
a300

100
3# = （円）

　⑵　2 2000km m= ，歩いた道のりは 10x m

　　　　　kmの単位にそろえると，歩いた道のりは，

　　　　
x x
1000

10
100

# = （km）だから， x
2
100

- （km）

 ⑴　 x x3 6 8 2- =- + ， x3 6- =-

　⑵　かっこをはずすと，x x3 3 5- + =

　　　x x3 5 3- = - ， x2 2- =

　⑶　両辺を 10倍して， x x5 30 12 5- = +

　　　 x x5 12 5 30- = + ， x7 35- =

　⑷　両辺に 6をかけて， x x2 1 9 6+ = -

　　　 x x2 9 6 1- =- - ， x7 7- =-

　⑸　「a b m n| |= ならば，an bm= 」だから，
　　 x12 6 8# #= ， x72 8=

 上の式を①，下の式を②とする。
　⑴　① 2#  

　　　②

　　x 2= を①に代入して， y6 3+ = → y 3=-

　⑵　①を②に代入して， x x2 3 4 9- + =-] g

　　　 x x2 3 12 9- - =- → x 3=-

　　x 3=- を①に代入して，y 3 4 1=- + =

　⑶　②より， x x y3 2 2 5- + =- ，x y2 5+ =-  …③
　　①-③ 2# より， y9 18- = ，y 2=-

　　y 2=- を①に代入して， x2 10 8+ = → x 1=-

　⑷　① 6# より， x y4 3 12- =  …③
　　③+② 3# より， x7 42= ，x 6=

　　x 6= を②に代入して， y6 10+ = → y 4=

 ⑴　 x a ax2 10- = - に x 3= を代入して，
　　　　 a a6 3 10- = - → a 4=

　⑵　連立方程式に x 2= ，y 3=- を代入して，

　　　　
a b

a b

2 3 7

2 3 1

- =

+ =
* → a 2= ，b 1=-

 ⑴　みかんの個数を 2通りの式で表す。
　　3個ずつ配ると 6個余るから，3x+6

　　4個ずつ配ると 2個足りないから， x4 2-

　⑵　⑴の方程式を解くと，x 8= より，
　　　　3 8 6 30# + = （個）
 ノート 1冊の値段を x円，鉛筆 1本の値段を y円と
すると，

　　　　
x y

x y

2 330

5 3 870

+ =

+ =
*

　これを解いて，x 120= ，y 90=

5

別解

6

7

x y

x y

x

x

6 2

2

7 14

2

6

8

+ =

+ - =

=

=

g

8

9

10

１・２年の復習（数と式）

� ➡p.4〜p.5

 ⑴　5   ⑵　6   ⑶　 6-    ⑷　 1-

 ⑴　 x4 3- +   ⑵　 x 6- -   ⑶　 a b4 9- +

　⑷　 x y
9
7- +

   ⑸　6ab    ⑹　 y9 2-

 ⑴　16     ⑵　 72-

 ⑴　y x
3
4

4= -    ⑵　l
r
S2

=

 ⑴　3a円    ⑵　 x2000 10- （m）
 ⑴　x 2=   ⑵　x 1=-   ⑶　x 5=-

　⑷　x 1=    ⑸　x 9=

 ⑴　x 2= ，y 3=-    ⑵　x 3=- ，y 1=

　⑶　x 1=- ，y 2=-    ⑷　x 6= ，y 4=

 ⑴　a 4=       ⑵　a 2= ，b 1=-

 ⑴　 x x3 6 4 2+ = -    ⑵　30個
 ノート…120円，鉛筆…90円

 ⑴　 4 6 7 5与式= - + =

　⑶　 66 12与式= +- =-] g

　⑷　 9 10 9 15 2与式 #= - -- =- + =-] ]g g

 ⑵　 x x x2 4 3 2 6与式= - - - =- -

　⑶　 a b a b a b2 6 6 3 4 9与式= + - + =- +

　⑷　 x y x y
9

3 2 4与式= + - -] ]g g

　　　 x y x y x y
9

3 6 4
9
7

=
+ - +

=
- +

　⑸　 a b a a b
a

ab
5
4

15
2

5
4

2
15

6
2 2

与式 ' #= = =

　⑹　
x

xy y
y

4
12 3

9 2与式 #
=- =-

 ⑴　 a b5 2 5 2 2 3 10 6 16# #- = - - = + =] g

　⑵　 a b b a
a

a b b
ab2 8 4

4
2 8

42
2

2# '
#

- =- =-] g

　　 4 2 3 722# #=- - =-] g

 ⑴　4xを移項して， y x3 4 12- =- +

　　両辺を 3- でわって，y x
3
4

4= -

　⑵　左辺と右辺を入れかえて， lr S
2
1

=

　　両辺に 2をかけて，lr S2=

　　両辺を rでわって，l
r
S2

=

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

解説
1

2

3

4

P10



2

１・２年の復習（関数）

� ➡p.6〜p.7

 ⑴　y x4=

　⑵　y 2=

　⑶　 2 3，-] g

　⑷　右図
 ア，エ
 ⑴　y 10=-

　⑵　 3-    ⑶　 12-    ⑷　 y1 8E E-

 ⑴　y x 5= +

　⑵　y x
3
2

4=- -

　⑶　右図
 ⑴　y x4 3= -

　⑵　y x2 3=- -

　⑶　y x 7=- +    ⑷　 3-

 ⑴　y 4=

　⑵　右図
 ⑴　y x2 6= +

　⑵　 1 8P ，] g

　⑶　48
 ⑴　 1 8D 2，] g

　⑵　y x 12=- +   ⑶　y x
2
1

=

 ⑴ 　比例だから，y ax= とおく。x 3= ，y 12=

を代入して， a12 3= → a 4=

　⑵ 　反比例だから，y
x
a

= とおく。a xy 4#= =

205- =-] g 。よって，式は y
x
20

=-

　　これに x 10=- を代入して，y
10
20

2=-
-

=

　⑶　y軸について対称な点→ x座標の符号が反対。
　⑷ 　 1 6，] g， 2 3，] g， 3 2，] g， 6 1，] gを通る曲線と，

6 1，- -] g， 3 2，- -] g， 2 3，- -] g， 1 6，- -] g

を通る曲線（双曲線）をかく。
 yを xの式で表し，y ax b= + の形のものを選ぶ。

　　　ア…y x2 6= + ，イ…y
x
10

= ，ウ…y x2= ，

　　　エ…y x3=

 ⑴　x 4= を代入して，y 3 4 2 10#=- + =-

　⑵ 　1次関数 y ax b= + では，変化の割合は xの係
数 aに等しい。

1

O
5-

5-

5

5

x

y

2

3

4

O5-

5-

5

5

x

y①

②

5

6

O5-

5-

5

5

x

y ①②

7

8

解説
1

2

3

　⑶　yの増加量 a x 3 4 12の増加量# #= =- =-] g

　⑷　x 2=- のとき y 8= ，x 1= のとき y 1=-

 ⑴　y軸上の 0 5，] gを通るから，切片は 5
　　　 右へ 1目盛進むと上へ 1目盛上がるから，傾き

は 1，よって，y x 5= +

　⑵　切片 4- ，傾き
3
2

- ，よって，y x
3
2

4=- -

　⑶① 　傾き 2- ，切片 3だから，点 0 3，] gを通り，
右へ 1進むと下へ 2下がる直線をかく。

　　② 　傾き
2
1，切片 1- だから，点 0 1，-] gを通り，

右へ 2進むと上へ 1上がる直線をかく。
 ⑵　y ax b= + とおく。
　　　 2 1，-] gを通るから， a b1 2=- +  …①
　　　 3 9，-] gを通るから， a b9 3- = +  …②
　　　 ①，②の連立方程式を解いて，a 2=- ，b 3=-

　⑶ 　y x 5=- + に平行だから，傾きが等しいので，
求める直線の式を y x b=- + とおく。

　　 4 3，] gを通るから， b3 4=- + → b 7=

　⑷　変化の割合
x
y

5 2
7 2

3
の増加量
の増加量

= =
-
- -

=-

 ⑴　 0 4，] gを通り，x軸に平行だから，y 4=

　⑵①　x 3= と変形できる。
　　　 3 0，] gを通り，y軸に平行な直線をかく。

　　②　yについて解くと，y x
2
3

3=- -

  ⑴　切片は 6で，傾きは
0 3
6 0

2
- -
-

=
] g

　⑵　
x y

y x

9

2 6

+ =

= +
* 　→ x 1= ，y 8=

　⑶ 　Cの x座標は，x y 9+ = に y 0= を代入して，
x 9= となるから， 9 3 12BC= - - =] g

　　 PBC9 の高さは，Pの y座標より，8

　　よって，
2
1
12 8 48PBC # #9 = =

 ⑴　Aの x座標は，Bの x座標に等しいから，4
　　Aの y座標は，y 2 4 8#= =

　　 8AD AB= = より，Dの x座標は，4 8 12+ =

　　Dの y座標は，Aの y座標に等しいから，8
　⑵　A 4 8，] g，C 12 0，] g

　　直線ACの式を y ax b= + とおくと，

　　
a b

a b

8 4

0 12

= +

= +
* → a 1=- ，b 12=

　⑶ 　求める直線は線分ACの中点を通る。ACの中

点の座標は， ,
2
4 12

2
8 0

8 4，+ +
=d ]n g

　　求める直線は原点を通るから，y ax= とおく。

　　 ,8 4] gを通るから， a4 8= → a
2
1

=

4

5

6

7

8
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１・２年の復習（図形）

� ➡p.8〜p.9

 ⑴ 　　　　　　　　⑵

 ⑴　辺 BD  　　　　⑵　16 cm3

 ⑴　150c  　　　　　⑵　85r cm2

 ⑴　200r cm3 　　　⑵　288r cm3

 ⑴　83c  　　　　　⑵　65c
 ⑴　42c 　⑵　117c 　⑶　27c 　⑷　80c
 ⑴　BE，DC 　　　　⑵　 DBE9

 ⑴　2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。
　⑵　1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。
 ABE9 と ADF9 において，
　正方形ABCDだから，AB AD=  …①
　　　 90ABE ADF+ += = c …②
　仮定より，AE AF=  …③
　 ①，②，③より，直角三角形で，斜辺と他の 1
辺がそれぞれ等しいから， ABE ADF9 9/

　よって， BAE DAF+ +=

 作図に使った線は消さないこと。
　⑴ 　線分 ABの垂直二等分線を作図し，線分 AB

との交点をMとする。
  ⑴　ACと交わらず，平行でもない辺を答える。
　⑵ 　 90ABC ABD+ += = cより，AB BCD面9 だ
から，底面を BCD9 とすると高さはABになる。

　　 90CBD+ = cより， 2
1
4 4 8BCD # #9 = =（cm2）

　　三角錐の体積は，
3
1
8 6 16# # = （cm3）

  ⑴ 　展開図のおうぎ形の弧の長さは，底面の円周
　　の長さに等しいから，2 5 10#r r= （cm）

　　よって，中心角は，360
2 12
10

150#
#r
r
=c c

　⑵　 12
360
150

5 60 25 852 2# # #r r r r r+ = + = （cm2）

  ⑴　立体は，底面の半径が 5 cm，高さが 8 cmの
円柱だから，体積は，

　　 5 8 2002# #r r= （cm3）

　⑵　
3
4

6 2883#r r= （cm3）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

解説
1

2

3

4

 ⑴　 x+ の頂点を通り直線 lに平行な直線をひく。
　　　 x 53 30 83+ = + =c c c

　⑵　 x 42 23 65+ = + =c c c

 ⑴　 x 55 38 135+ + + =c c c→ x 42+ = c

　⑵　五角形の内角の和は，180 5 2 540# - =c c] g

　　 x 120 103 97 103 540+ + + + + =c c c c c→ x 117+ = c

 　⑶　AB BC= より， BCA BAC+ += だから，
　　 180 42 2 69BCA '+ = - =c c c] g

　　AD AC= より， 69ADC BCA+ += = c

　　 ADC+ は ABD9 の外角だから，
　　　　 x 42 69+ + =c c→ x 27+ = c

　⑷　 ABC9 で， 180 65 35 80B+ = - + =c c c c] g

　　 ABCDf だから， x 80B+ += = c

  ⑴　 ABCDf だから，DC AB=

　　また，AD BC' より， DAE BEA+ +=

　　条件より， DAE BAE+ +=

　　よって， BEA BAE+ += だから，BE AB=

　⑵　AD BC' より， ABE DBE9 9=

  ⑴　AE AD=  …①，
　　DB EC= より，AB AC=  …②
　　また， BAE CAD+ +=  …③
　　 ①，②，③より，2組の辺とその間の角がそれぞ

れ等しい。
　⑵　⑴より， DBF ECF+ +=  …①
　　対頂角だから， DFB EFC+ +=  …②
　　①，②より， FDB FEC+ +=  …③
　　また，DB EC=  …④
　　 ①，③，④より，1組の辺とその両端の角がそれ

ぞれ等しい。
 　  BAE+ と DAF+ を角にもつ ABE9 と ADF9

の合同を証明すればよい。

5

6

7

8

9
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1　〈be動詞・一般動詞〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　私は中学生です。 I  a junior high school student.
⑵　弟は今となりの部屋にいます。 My brother  in the next room now.
⑶　由美と私は親友です。 Yumi and I  good friends.
⑷　博は福岡に住んでいます。 Hiroshi  in Fukuoka.
⑸　私たちは歩いて通学します。 We  to school on foot.

2　〈一般動詞の過去形〉次の（　）内の語を適する形にかえて，空所に書きなさい。

⑴　We  about Australia last Friday.　（study）
⑵　Ken  to bed at eleven last night.　（go）
⑶　They  a math class yesterday.　（have）
⑷　I  Ms. Green at the store two days ago.　（see）
⑸　I  Kyoto and Nara last summer.　（visit）
⑹　Your mother  this computer yesterday.　（use）

3　〈be動詞の過去形〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　あなたのかばんは机の上にありました。　　Your bag  on the desk.
⑵　私はきのう忙しかったです。　　　　　　　I  busy yesterday.
⑶　これらの本はあまりおもしろくありませんでした。

　　　These books   very interesting.
⑷　あなたはこの前の日曜日に家にいましたか。── はい，いました。

　　　  you at home last Sunday? ── Yes, I .

4　〈現在進行形・過去進行形〉次の⑴～⑶は現在進行形の文に，⑷～⑹は過去進行形の文に書きかえなさい。

⑴　Yumi studies English. Yumi   English.
⑵　They run in the park. They   in the park.
⑶　Tom doesn’t swim in the sea. Tom   in the sea.
⑷　I talked with Beth. I   with Beth.
⑸　Did Emi make dinner?  Emi  dinner?
⑹　What did you do? What  you ?

5　〈未来の文〉次の⑴⑵は be動詞を，⑶～⑸はwillを使って未来を表す文に書きかえなさい。

⑴　We help Mr. Mori. We   to help Mr. Mori.
⑵　Ken calls Mike. Ken is  to  Mike.
⑶　My father visits China. My father   China.
⑷　It is cloudy. It   cloudy.
⑸　I don’t go shopping. I   shopping.
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6　〈助動詞〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　由紀は忙しいかもしれません。 Yuki   busy.
⑵　彼はこの本を読むべきです。 He   this book.
⑶　明はその歌をじょうずに歌うことができました。

　　　Akira    sing the song well.
⑷　ドアを開けましょうか。── はい，お願いします。

　　　   open the door? ── Yes, .
⑸　あなたはきょうトムに電話をする必要はありません。

　　　You    call Tom today.

7　〈There is［are］～ .の文〉日本文に合うように（　）内の語（句）を並べかえて，正しい英文にしなさい。

⑴　机の上にカメラがあります。　（ a camera / is / the desk / there / on ）.
　　　
⑵　この近くには図書館はありません。　（ near / no / are / here / there / libraries ）.
　　　
⑶　あの教室には生徒がいますか。　（ students / there / that classroom / are / in / any ）?
　　　
⑷　壁には何枚の絵がかかっていますか。 （ pictures / are / many / the wall / how / there / on ）?
　　　

8　〈名詞・冠詞〉次の英文の空所に a，an，theのうち適する語を書きなさい。入れる必要がない場合は，

×を書きなさい。

⑴　Keiko played  piano after  school.
⑵　We went to Ueno by  train in  morning.
⑶　  hour has sixty minutes.
⑷　He went to  bed after watching  TV.

9　〈代名詞〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　きのうは寒かったです。  was cold yesterday.
⑵　だれかがこのカップを使いました。  used this cup.
⑶　私はそこで何も見ませんでした。 I saw  there.
⑷　私は何か冷たいものがほしいです。 I want  .
⑸　野球部員のそれぞれがぼうしを持っています。

　　　  of the baseball club members  a cap.

10　〈命令文〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　その皿を洗いなさい。  the dishes.
⑵　健，気をつけなさい。  careful, Ken.
⑶　あのいすを使ってはいけません。   that chair.
⑷　いっしょにこの歌を歌いましょう。   this song together.
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11　〈いろいろな疑問文〉次の対話文が完成するように，空所に適語を書きなさい。

⑴　  bike is this? ── It’s Jane’s.
⑵　  are you doing? ── We are cooking tempura.
⑶　  helped you? ── My father did.
⑷　  were you last night? ── I was at my uncle’s house.
⑸　  did you see Mary? ── I saw her last Saturday.
⑹　  are you so sad? ── Because my dog died yesterday.
⑺　  do you go to school? ── I go to school by bus.

12　〈不定詞〉日本文に合うように（　）内の語（句）を並べかえて，正しい英文にしなさい。

⑴　私は牛乳を買いにその店に行きました。 I （ to / some milk / the store / buy / to / went ）.
　　　I .
⑵　トムは昼食をとる時間がありませんでした。 Tom had （ time / have / no / to / lunch ）. 
　　　Tom had .
⑶　あなたはいつ英語を勉強し始めましたか。 When （ study / you / English / to / did / begin ）?
　　　When ?
⑷　私たちはその知らせを聞いて驚きました。 （ hear / surprised / we / to / the news / were ）.

　　　

13　〈動名詞〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　私は海で泳ぐことが好きです。 I like  in the sea.
⑵　サムと話すことはとても楽しいです。  with Sam is a lot of fun.
⑶　私の趣味は写真を撮ることです。 My hobby is  pictures.
⑷　来てくれてどうもありがとう。 Thank you very much for .

14　〈不定詞と動名詞〉次の（　）内から適するものを選びなさい。

⑴　Tom wants （ see / to see / seeing ） Mt. Fuji. 
⑵　I enjoyed （ played / to play / playing ） shogi with my father. 
⑶　The people finished （ cleaned / to clean / cleaning ） the park. 
⑷　Stop （ talk / to talk / talking ） and listen to me. 
⑸　Yumi decided （ joined / to join / joining ） the English club. 
⑹　How about （ go / to go / going ） shopping this afternoon? 

15　〈文型〉日本文に合うように（　）内の語（句）を並べかえて，正しい英文にしなさい。

⑴　あの少女はとても幸せそうです。 （ happy / looks / very / that girl ）.
　　　
⑵　その写真を私に見せてください。 Please （ me / the picture / to / show ）.

　　　Please .
⑶　加藤先生は私たちに理科を教えます。 （ us / Ms. Kato / science / teaches ）.

　　　



１・２年の復習 7

16　〈形容詞・副詞〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　私は英語の本を少し持っています。
　　　I have   English books.
⑵　あの川にはほとんど水がありません。
　　　There is   in that river.
⑶　私はもうすぐそこに行くつもりです。 I will go  .
⑷　何か温かいものを飲みましょう。 Let’s drink  .

17　〈比較〉（　）内の語を適する形にかえて，空所に書きなさい。ただし，１語とは限らず，変化しないも

のもあります。

⑴　This train is  than that one.　（long）
⑵　That question is the  of all.　（easy）
⑶　English is  than math to me.　（interesting）
⑷　I am as  as my mother.　（tall）

18　〈比較〉次の各組の文がほぼ同じ内容を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴
Ken is older than Taro.
Taro is  than Ken.

⑵
Canada is larger than Australia.
Australia is not as   Canada.

⑶
Bob speaks faster than Tom.
Tom speaks   than Bob.

⑷
Mt. Fuji is the highest mountain in Japan.
Mt. Fuji is  than  other mountain in Japan.

19　〈接続詞〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。

⑴　ベスはだれにでも親切なので，私は彼女が大好きです。
　　　I like Beth very much  she is kind to everyone.
⑵　父は子どものとき，札幌に住んでいました。

　　　My father lived in Sapporo  he  a child.
⑶　もしあした雨が降らなければ，テニスをしましょう。
　　　Let’s play tennis  it  rain tomorrow.
⑷　私はあなたが正しいと思います。
　　　I   you are right.

20　〈前置詞〉（　）内の日本語を参考にして，空所に適語を書きなさい。

⑴　School starts  April in Japan.　（４月に）
⑵　They went to Aomori  plane.　（飛行機で）
⑶　I’m writing an e-mail  English.　（英語で）
⑷　Look at the girl  long hair.　（長い髪をした）
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➡p.4〜p.7

1 ⑴　am　　⑵　is　　⑶　are
　　⑷　lives　　⑸　go
2 ⑴　studied　　⑵　went　　⑶　had
　　⑷　saw　　⑸　visited　　⑹　used
3 ⑴　was　　⑵　was
　　⑶　were，not　　⑷　Were，was
4 ⑴　is，studying　　⑵　are，running
　　⑶　isn’t，swimming　　⑷　was，talking
　　⑸　Was，making　　⑹　were，doing
5 ⑴　are，going　　⑵　going，call
　　⑶　will，visit　　⑷　will，be
　　⑸　won’t，go
6 ⑴　may，be　　⑵　should，read
　　⑶　was，able，to　　⑷　Shall，I，please
　　⑸　don’t，have［need］，to
7 ⑴　There is a camera on the desk.
　　⑵　There are no libraries near here.
　　⑶ 　Are there any students  in  that 

classroom?
　　⑷ 　How many pictures are there on the 

wall?
8 ⑴　the，×　　⑵　×，the　　⑶　An
　　⑷　×，×
9 ⑴　It　　⑵　Someone　　⑶　nothing
　　⑷　something，cold　　⑸　Each，has
10 ⑴　Wash　　⑵　Be　　⑶　Don’t，use
　　⑷　Let’s，sing
11 ⑴　Whose　　⑵　What　　⑶　Who
　　⑷　Where　　⑸　When　　⑹　Why
　　⑺　How
12 ⑴　went to the store to buy some milk
　　⑵　no time to have lunch
　　⑶　did you begin to study English
　　⑷　We were surprised to hear the news.
13 ⑴　swimming　　⑵　Talking［Speaking］
　　⑶　taking　　⑷　coming
14 ⑴　to see　　⑵　playing　　⑶　cleaning
　　⑷　talking　　⑸　to join　　⑹　going
15 ⑴　That girl looks very happy.
　　⑵　show the picture to me

　　⑶　Ms. Kato teaches us science.
16 ⑴　a，few　　⑵　little，water
　　⑶　there，soon
　　⑷　something，hot［warm］
17 ⑴　longer　　⑵　easiest
　　⑶　more interesting　　⑷　tall
18 ⑴　younger　　⑵　large，as
　　⑶　more，slowly　　⑷　higher，any
19 ⑴　because　　⑵　when，was
　　⑶　if，doesn’t　　⑷　think，that
20 ⑴　in　　⑵　by　　⑶　in　　⑷　with

解説 1 ⑶　A and Bの形の主語は複数→ are。
　⑷　３人称・単数・現在形の -sをつけた形にする。
2 ⑴⑸⑹は規則動詞，それ以外は不規則動詞。go 
→ went，have→ had，see→ sawなどは確実に
覚えておこう。

3 be動詞の過去形は，主語が Iや３人称・単数の
ときは was，youや複数のときは wereになる。

4 現在進行形は〈am［are，is］＋動詞の～ing形〉，
過去進行形は〈was［were］＋動詞の～ing形〉。
　⑵　runは語尾の nを重ねる。
　⑶ 　swimは語尾のmを重ねる。否定文は be動詞
のあとに notを置く。

5  ⑴⑵　be動詞を用いて未来を表すときは〈be 
going to＋動詞の原形〉とする。

　⑶ ⑷　willのあとに続く動詞は原形。visits→ visit，
is→ be

　⑸ 　否定文は willのあとに notを置く。will not
の短縮形は won’t。

6 助動詞のあとには動詞の原形が来る。
　⑶　「～することができた」＝was［were］ able to～
　⑷　「～しましょうか」＝ Shall I～ ?
　⑸ 　「～する必要はない」＝ don’t［doesn’t］ have 

to～
7 〈There is［are］＋主語＋場所を表す語句.〉の形。
　⑵　〈no＋名詞〉で「（１つも）～ない」という意味。
　⑷　〈How many＋名詞の複数形＋ are there～ ?〉
8  ⑵　「～で」と交通手段を表すのは〈by＋乗り物
名〉。このとき乗り物名に冠詞はつかない。

　⑶　hour（時間）は［áuər］と母音で始まるので an。
　⑷　go to bed＝「寝る」
9 ⑴　itは天候・寒暖を表す文の主語になる。
　⑸ 　代名詞 eachを受ける動詞は３人称・単数形と

なる。

解答 と 解説 英語 中3中3 WP

●名前
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学習目標

・
指
示
語
の
働
き
を
確
認
し
、
指
示
内
容
を
捉と

ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
接
続
語
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
示
す
接
続
関
係
が
わ
か
る
。

・
前
後
の
文
や
段
落
の
つ
な
が
り
か
ら
文
脈
に
合
う
接
続
語
が
わ
か
る
。

説
明
的
文
章
（1）

指
示
語
・
接
続
語

1次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

読
解
編

要点のまとめ要点要点のまとめ

サ
ク
ラ
は
、
夏
に
ツ
ボ
ミ
を
つ
く
り
ま
す
。
し
か
し
、
秋
に
花
を
咲
か
せ
な
い
た
め

に
、
越
冬
芽
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
ツ
ボ
ミ
を
包
み
込
み
ま
す
。（
中
略
）

越
冬
芽
は
冬
の
寒
さ
を
し
の
ぐ

d
d
d

た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、
冬
の
寒
さ
が
訪d
れ
る
前
に

つ
く
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
温
が
ヒ
ク
く
な
り
、
寒
く
な
っ
て
か
ら
急
い
で
越
冬

芽
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
サ
ク
ラ
の
反
応
は
鋭
敏
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
サ
ク
ラ
は
、
冬
の
寒
さ
が
訪
れ
る
こ
と
を
寒
く
な
る
前
に
し
る
能
力
を

A

B

●●●

●●●

漢
字
・
語
句
・
文
法
の
確
認

⑴

漢
字
の
読
み
書
き

線
㋐
〜
㋓
の
漢
字
に
読
み
仮が

名な

を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直

し
な
さ
い
。

㋐（

く
）

低

）
㋑（

）

は
ん
の
う

㋒（

）

予
知

）
㋓（

）

し
ん
け
い

⑵

語
句
の
意
味

線
Ａ
「
し
の
ぐ
」
の
意
味
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ

い
。

例
こ
れ
・
そ
れ
・
そ
こ
・
こ
の
○
○
・
そ
の
よ
う
な
○
○
・
前
者
・
両
者

❶
最
初
に
、
指
示
語
を
含
む
一
文
の
内
容
を
確
認
す
る
。

❷ 

指
示
語
に
続
く
言
葉
と
関
連
す
る
内
容
に
注
目
し
て
、
指
し
て
い
る
内
容
を
捉と

ら

え
る
。

た
い
て
い
の
場
合
は
、
指
示
語
よ
り
も
前
の
部
分
を
指
し
て
い
る
。

例
家
の
前
に
大
き
な
建
物
が
あ
る
。

に
人
が
集
ま
る

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
。

「
ど
こ
」
に
「
人
が
集
ま
る
」
の
か
を
考
え
、
指
し
て
い
る
内
容
を
前
の
部
分
か
ら
探
し
ま
す
。
指
定
字
数
が

多
い
記
述
問
題
で
は
、
ま
ず
短
い
言
葉
で
考
え
、
そ
の
後
、
詳
し
く
説
明
す
る
修
飾
語
（
部
）
を
付
け
加
え
て

い
き
ま
す
。

❸
指
示
語
の
部
分
に
指
示
内
容
を
当
て
は
め
て
み
て
、
文
意
が
通
る
こ
と
を
確
か
め
る
。

指
示
内
容
を
捉
え
る
↓
確
認
す
る

そ
こ

指
示
語
を
含
む
一
文

接
続
語
…
文
と
文
、
段
落
と
段
落
な
ど
を
つ
な
ぎ
、
前
後
の
関
係
を
示
す
た
め
の
言
葉
。

接
続
語
の
働
き

指
示
語

同
じ
言
葉
の
繰
り
返
し
を
避
け
、
文
章
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に

使
う
言
葉
。

指
示
語

と
は
？

5

順
接

前
の
事
柄
が
、
後
の
事
柄
の
原
因
・
理
由
と
な
る
。

例
そ
こ
で
・
だ
か
ら
・
し
た
が
っ
て
・
で
す
か
ら
・
そ
れ
で
・
す
る
と

逆
接

前
の
事
柄
と
食
い
違
う
、
逆
の
事
柄
を
後
に
述
べ
る
。

例
し
か
し
・
と
こ
ろ
が
・
け
れ
ど
も
・
だ
が
・
で
も
・
が

並
列
・
累
加

前
の
事
柄
と
関
連
す
る
事
柄
を
後
に
並
べ
た
り
、
付
け
加
え
た
り
す
る
。

例
ま
た
・
そ
し
て
・
そ
れ
か
ら
・
し
か
も
・
さ
ら
に
・
そ
の
う
え

対
比
・
選
択

前
の
事
柄
と
後
の
事
柄
を
比
較
し
た
り
、
一
方
を
選
択
し
た
り
す
る
。

例
ま
た
は
・
あ
る
い
は
・
そ
れ
と
も
・
も
し
く
は

説
明
・
補
足

前
の
事
柄
を
ま
と
め
た
り
、
補
っ
た
り
す
る
事
柄
を
後
で
述
べ
る
。

例
つ
ま
り
・
す
な
わ
ち
・
た
だ
し
・
も
っ
と
も
・
た
と
え
ば

転
換

前
の
事
柄
か
ら
話
題
を
変
え
る
。

例
で
は
・
と
こ
ろ
で
・
と
き
に
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11　　 １　説明的文章⑴

も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒﹁
ほ
ん
と
う
に
︑
秋
の
間
に
︑
サ
ク
ラ
は
冬
が
訪

れ
る
こ
と
を
し
っ
て
い
る
の
か
﹂
と
い
う
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
︑﹁
し
っ
て
い
る
﹂

で
す
︒
で
は
︑
ど
の
よ
う
に
し
て
︑
サ
ク
ラ
は
冬
の
寒
さ
が
訪
れ
る
こ
と
を
︑
寒
く
な

る
前
の
秋
に
し
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

　

そ
の
答
え
は
︑﹁
葉
っ
ぱ
が
︑
夜
の
長
さ
を
は
か
る
か
ら
﹂
で
す
︒
夜
の
長
さ
は
︑

夏
か
ら
秋
に
だ
ん
だ
ん
長
く
な
り
︑
か
な
り
大
き
く
変
化
し
ま
す

d
d
d
d
d

︒
こ
の
こ
と
は
︑
夕

方
七
時
こ
ろ
で
も
ま
だ
明
る
い
夏
に
比
べ
︑
五
時
こ
ろ
に
は
暗
く
な
る
秋
を
思
い
浮d
か

べ
る
と
︑
理
解
で
き
ま
す
︒

　

で
も
︑
ほ
ん
と
う
に
︑
葉
っ
ぱ
が
夜
の
長
さ
を
は
か
れ
ば
︑
冬
の
寒
さ
の
訪
れ
を
前

も
っ
て
し
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
︒こ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
︑﹁
で
き
る
﹂

で
す
︒
夜
の
長
さ
は
︑
六
月
下
旬
の
夏
至
の
日
を
過
ぎ
て
︑
だ
ん
だ
ん
と
長
く
な
り
は

じ
め
ま
す
︒
そ
し
て
︑
夜
の
長
さ
が
も
っ
と
も
冬
ら
し
く
長
く
な
る
の
は
冬
至
の
日
で

す
︒
こ
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬
で
す
︒

　

そ
れ
に
対
し
︑
冬
の
寒
さ
が
も
っ
と
も
き
び
し
い
の
は
二
月
こ
ろ
で
す
︒
夜
の
長
さ

の
変
化
は
︑
冬
の
寒
さ
の
訪
れ
よ
り
︑
約
二
ヵ
月
先
行
d
d

し
て
い
る
の
で
す
︒
で
す
か
ら
︑

葉
っ
ぱ
が
夜
の
長
さ
を
は
か
っ
て
い
れ
ば
︑
冬
の
寒
さ
の
訪
れ
を
約
二
ヵ
月
先
取
り
し

て
し
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
︒

　

だ
ん
だ
ん
と
長
く
な
る
夜
を
感
じ
る
の
は
﹁
葉
っ
ぱ
﹂
で
す
︒
と
こ
ろ
が
︑
越
冬
芽

が
つ
く
ら
れ
る
の
は﹁
芽
﹂で
す
︒
と
す
れ
ば
︑﹁
葉
っ
ぱ
﹂が
長
く
な
る
夜
を
感
じ
て
︑

﹁
冬
の
訪
れ
を
ヨ
チ
し
た
﹂と
い
う
し
ら
せ
は
︑﹁
芽
﹂に
送
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
︒﹁
ど

の
よ
う
に
し
て
︑
葉
っ
ぱ
か
ら
芽
に
︑
そ
の
し
ら
せ
は
送
ら
れ
る
の
か
﹂
と
い
う
疑
問

が
浮
か
び
ま
す
︒

　

植
物
は
︑
動
物
の
神
経
の
よ
う
な
刺
激
の
伝
達
手
段
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
そ
こ
で
︑

夜
の
長
さ
に
応
じ
て
︑
葉
っ
ぱ
が
﹁
ア
ブ
シ
シ
ン
酸
﹂
と
い
う
物
質
を
つ
く
り
︑
芽
に

送
り
ま
す
︒
芽
に
そ
の
物
質
の
量
が
増
え
る
と
︑
ツ
ボ
ミ
を
包
み
込
ん
だ
越
冬
芽
が
で

き
る
の
で
す
︒
こ
う
し
て
︑
夏
に
で
き
た
ツ
ボ
ミ
は
︑
越
冬
芽
に
包
み
込
ま
れ
て
︑
春

を
待
ち
ま
す
︒ 

︿
田た

中な
か

修お
さ
む

﹁
植
物
は
す
ご
い　

七
不
思
議
篇へ
ん

﹂
よ
り
﹀

C

D

E

⃝㋒

⃝㋓

　

ア　

害
が
出
な
い
よ
う
に
守
る　
　
　

イ　

効
果
を
和
ら
げ
る

　

ウ　

つ
ら
い
こ
と
を
や
り
過
ご
す　
　

エ　

程
度
が
上
回
る 

⑶　
熟
語
を
考
え
る

線
Ｂ
﹁
訪
﹂
を
使
っ
た
熟
語
を
︑
□
に
漢
字
を
当
て
は
め
て
二
つ

作
り
な
さ
い
︒

 

例
訪

問
　

・　

来

訪

 

日
　
　
　

歴
・
探

⑷　
主
語
・
述
語

線
Ｃ
﹁
変
化
し
ま
す
﹂
に
対
す
る
主
語
を
︑
文
章
中
か
ら
一
文
節
で

抜
き
出
し
な
さ
い
︒

 

⑸　
画
数

線
Ｄ
﹁
浮
﹂
の
総
画
数
を
︑
算
用
数
字
で
答
え
な
さ
い
︒

 

⑹　
同
音
異
義
語
を
考
え
る

線
Ｅ
﹁
先
行
﹂
と
同
じ
読
み
方
を
す
る
熟
語
を
︑
二
つ
以

上
書
き
な
さ
い
︒

  

専

攻
　

潜

行
　

先

攻

　
文
章
内
容
の
確
認
　

⑺　
指
示
語

線
﹁
こ
の
日
﹂
と
あ
り
ま
す
が
︑
い
つ
の
こ
と
で
す
か
︒
文
章
中
か
ら

四
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
︒

 

⑻　
文
章
内
容
の
確
認

こ
の
文
章
は
何
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
︒
次

の

ⓐ
・
ⓑ
に
当
て
は
ま
る
季
節
を
︑
漢
字
一
字
で
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
︒

　

サ
ク
ラ
が

夏

に
ツ
ボ
ミ
を
つ
く
り
︑

冬

を
越
す
仕
組
み
︒

ウ

　
　
長
さ
は

10

画

　

専

行
　

線

香

選

考

例

冬

至

の

日

⃝ⓐ

⃝ⓑ

1015202530
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12

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

サ
ク
ラ
は
、
夏
に
ツ
ボ
ミ
を
つ
く
り
ま
す
。
し
か
し
、
秋
に
花
を
咲
か
せ
な
い
た
め

に
、
越
冬
芽
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
ツ
ボ
ミ
を
包
み
込
み
ま
す
。（
中
略
）

越
冬
芽
は
冬
の
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、
冬
の
寒
さ
が
訪
れ
る
前
に

つ
く
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
温
が
低
く
な
り
、
寒
く
な
っ
て
か
ら
急
い
で
越
冬
芽

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
サ
ク
ラ
の
反
応
は
鋭
敏
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
サ
ク
ラ
は
、
冬
の
寒
さ
が
訪
れ
る
こ
と
を
寒
く
な
る
前
に
知
る
能
力
を

も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
ほ
ん
と
う
に
、
秋
の
間
に
、
サ
ク
ラ
は
冬
が
訪

れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
、「
知
っ
て
い
る
」

で
す
。

②

、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
サ
ク
ラ
は
冬
の
寒
さ
が
訪
れ
る
こ
と
を
、
寒
く

な
る
前
の
秋
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、「
葉
っ
ぱ
が
、
夜
の
長
さ
を
は
か
る
か
ら
」
で
す
。
夜
の
長
さ
は
、

夏
か
ら
秋
に
だ
ん
だ
ん
長
く
な
り
、
か
な
り
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
夕

方
七
時
こ
ろ
で
も
ま
だ
明
る
い
夏
に
比
べ
、
五
時
こ
ろ
に
は
暗
く
な
る
秋
を
思
い
浮
か

べ
る
と
、
理
解
で
き
ま
す
。

で
も
、
ほ
ん
と
う
に
、
葉
っ
ぱ
が
夜
の
長
さ
を
は
か
れ
ば
、
冬
の
寒
さ
の
訪
れ
を
前

も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。こ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
、「
で
き
る
」

で
す
。
夜
の
長
さ
は
、
六
月
下
旬
の
夏
至
の
日
を
過
ぎ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
長
く
な
り
は

じ
め
ま
す
。
そ
し
て
、
夜
の
長
さ
が
も
っ
と
も
冬
ら
し
く
長
く
な
る
の
は
冬
至
の
日
で

す
。
こ
の
日
は
、
一
二
月
の
下
旬
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
冬
の
寒
さ
が
も
っ
と
も
き
び
し
い
の
は
二
月
こ
ろ
で
す
。
夜
の
長
さ

の
変
化
は
、
冬
の
寒
さ
の
訪
れ
よ
り
、
約
二
ヵ
月
先
行
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

葉
っ
ぱ
が
夜
の
長
さ
を
は
か
っ
て
い
れ
ば
、
冬
の
寒
さ
の
訪
れ
を
約
二
ヵ
月
先
取
り
し

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

だ
ん
だ
ん
と
長
く
な
る
夜
を
感
じ
る
の
は
「
葉
っ
ぱ
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
越
冬
芽

●●●

●●●

●●●

⑴

指
示
語

線
①
「
そ
の
中
」
と
は
、
何
の
中
で
す
か
。
次
の

に
当
て
は
ま
る

言
葉
を
文
章
中
か
ら
三
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

越

冬

芽

の
中
。

⑵

接
続
語

②

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

で
は

イ

つ
ま
り

ウ

だ
か
ら

エ

あ
る
い
は

⑶

指
示
語

線
③
「
こ
の
こ
と
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

次
の

ⓐ
〜
ⓒ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
文
章
中
か
ら
ⓐ
・
ⓑ
は
四
字
で
、
ⓒ
は
二

字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

ⓐ

が

ⓑ

に
か
け
て
長
く
な
っ
て
い
き
、
大
き
く

ⓒ

す
る
こ
と
。

ⓐ

夜

の

長

さ

ⓑ

夏

か

ら

秋

ⓒ

変

化

⑷

指
示
語

線
④
「
そ
れ
」
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
か
。「
冬
至
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
三
十
五
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

夜

の

長

さ

が

も

っ

と

も

冬

ら

し

く

長

く

な

る

冬

至

の

日

は

、

一

二

月

の

下

旬

で

あ

る

こ

と

。

例

ア

5101520
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13　　 １　説明的文章⑴

が
つ
く
ら
れ
る
の
は﹁
芽
﹂で
す
︒
と
す
れ
ば
︑﹁
葉
っ
ぱ
﹂が
長
く
な
る
夜
を
感
じ
て
︑

﹁
冬
の
訪
れ
を
予
知
し
た
﹂と
い
う
知
ら
せ
は
︑﹁
芽
﹂に
送
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
︒﹁
ど

の
よ
う
に
し
て
︑
葉
っ
ぱ
か
ら
芽
に
︑
そ
の
知
ら
せ
は
送
ら
れ
る
の
か
﹂
と
い
う
疑
問

が
浮
か
び
ま
す
︒

　

植
物
は
︑
動
物
の
神
経
の
よ
う
な
刺
激
の
伝
達
手
段
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
そ
こ
で
︑

夜
の
長
さ
に
応
じ
て
︑
葉
っ
ぱ
が
﹁
ア
ブ
シ
シ
ン
酸
﹂
と
い
う
物
質
を
つ
く
り
︑
芽
に

送
り
ま
す
︒
芽
に
そ
の
物
質
の
量
が
増
え
る
と
︑
ツ
ボ
ミ
を
包
み
込
ん
だ
越
冬
芽
が
で

き
る
の
で
す
︒
こ
う
し
て
︑
夏
に
で
き
た
ツ
ボ
ミ
は
︑
越
冬
芽
に
包
み
込
ま
れ
て
︑
春

を
待
ち
ま
す
︒

 
︿
田た

中な
か

修お
さ
む

﹁
植
物
は
す
ご
い　

七
不
思
議
篇へ
ん

﹂
よ
り
﹀

⃝⑤

⃝⑥

⑸　
指
示
語

線
⑤
﹁
そ
の
知
ら
せ
﹂
と
は
︑
何
の
知
ら
せ
で
す
か
︒
次
の

に
当

て
は
ま
る
言
葉
を
文
章
中
か
ら
九
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
︒

　

冬

の

訪

れ

を

予

知

し

た

と
い
う
知
ら
せ
︒

⑹　
接
続
語
の
働
き

線
⑥
﹁
そ
こ
で
﹂
の
働
き
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の

を
次
か
ら
一
つ
選
び
︑
記
号
で
答
え
な
さ
い
︒

　

ア　

前
の
事
柄
と
は
食
い
違
う
事
柄
を
︑
後
に
述
べ
る
こ
と
を
示
す
︒

　

イ　

前
の
事
柄
を
ま
と
め
た
内
容
を
︑
後
に
述
べ
る
こ
と
を
示
す
︒

　

ウ　

前
の
事
柄
に
︑
後
の
事
柄
を
付
け
加
え
て
述
べ
る
こ
と
を
示
す
︒

　

エ　

前
の
事
柄
が
理
由
で
︑
そ
の
結
果
を
後
に
述
べ
る
こ
と
を
示
す
︒

 

エ

⑺　
文
章
の
把
握

こ
の
文
章
の
内
容
に
合
う
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
︑
記
号
で
答
え
な
さ

い
︒

　

ア　

夜
が
長
く
な
る
と
︑
ア
ブ
シ
シ
ン
酸
と
い
う
物
質
が
芽
か
ら
葉
に
送
ら
れ
る
︒

　

イ　

サ
ク
ラ
の
葉
は
︑
夜
の
長
さ
で
冬
の
訪
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

ウ　

サ
ク
ラ
は
︑
寒
い
冬
の
訪
れ
を
予
知
し
て
ツ
ボ
ミ
を
つ
く
り
は
じ
め
る
︒

　

エ　

サ
ク
ラ
の
ツ
ボ
ミ
は
︑
寒
い
冬
の
間
に
花
を
咲
か
せ
る
準
備
を
し
て
い
る
︒

 

イ

「
こ
の
○
○
」
や
「
そ
の
○
○
」
の
指
示
内
容
を
答
え
る
場
合
は
、
文
末
表
現
を
「
○
○
。」
の
形
で
答
え
を

ま
と
め
る
。

　
例
こ
の
と
き
⌇
⌇
︑
私
た
ち
は
気
づ
き
ま
し
た
︒　

↓　
﹁
︙
︙
と
き
⌇
⌇
︒﹂

「
こ
れ
」
や
「
そ
れ
」
の
内
容
を
答
え
る
場
合
は
、
前
後
の
文
脈
を
踏
ま
え
て
、「
こ
れ
」
や
「
そ
れ
」
を
「
こ

の
○
○
」
や
「
そ
の
○
○
」
に
置
き
換
え
て
考
え
る
と
、
文
末
表
現
の
形
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
。

　
例
そ
れ
は
︑
気
温
の
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
た
か
ら
で
す
︒

　
　

そ
の
理
由
⌇
⌇　
　

↓　
﹁
︙
︙
理
由
⌇
⌇
︒﹂

指
示
語
の
記
述
問
題
の
文
末
表
現
の
見
分
け
方

＝

� スラプ

要点

2530
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14

演
習
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

オ
オ
バ
コ
の
種
子
は
︑
雨
な
ど
の
水
に
濡ぬ

れ
る
と
ゼ
リ
ー
状
の
粘
着
液
を
出
し
て
膨
張
す

る
︒
そ
し
て
︑
人
間
の
靴く
つ

や
動
物
の
足
に
く
っ
つ
い
て
︑
種
子
が
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
︒
タ
ン
ポ
ポ
が
風
に
乗
せ
て
種
子
を
運
ぶ
よ
う
に
︑
オ
オ
バ
コ
は
踏
ま
れ
る

こ
と
で
︑
種
子
を
運
ぶ
の
で
あ
る
︒

　

よ
く
︑
道
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
も
オ
オ
バ
コ
が
生
え
て
い
る
よ
う
す
を
見
か
け
る
が
︑
そ

れ
は
︑
種
子
が
車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
に
つ
い
て
広
が
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
︒

　

こ
う
な
る
と
︑
オ
オ
バ
コ
に
と
っ
て
踏
ま
れ
る
こ
と
は
︑
耐
え
る
こ
と
で
も
︑
克
服
す
べ

き
こ
と
で
も
な
い
︒
も
は
や
踏
ま
れ
な
い
と
困
る
く
ら
い
ま
で
に
︑
踏
ま
れ
る
こ
と
を
利
用

し
て
い
る
の
で
あ
る
︒﹁
逆
境
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
﹂
と
い
う
と
︑﹁
物
事
を
良
い
方
向
に
考

え
よ
う
﹂
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
を
思
い
出
す
人
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
︒

　

し
か
し
︑
雑
草
の
戦
略
は
︑
そ
ん
な
気
休
め
の
も
の
で
は
な
い
︒
逆
境
を
利
用
し
て
成
功

す
る
の
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑
雑
草
が
生
え
る
よ
う
な
場
所
は
︑
草
刈
り
さ
れ
た
り
︑
耕
さ

れ
た
り
す
る
︒
ふ
つ
う
に
考
え
れ
ば
︑
草
刈
り
や
耕
起
は
︑
植
物
に
と
っ
て
は
生
存
を
危
ぶ

ま
れ
る
よ
う
な
大
事
件
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
雑
草
は
違
う
︒
草
刈
り
や
耕
起
を
し
て
︑
茎く
き

が

ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
に
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
と
︑
ち
ぎ
れ
た
断
片
の
一
つ
一
つ
が
根
を
出
し
︑
新

た
な
芽
を
出
し
て
再
生
す
る
︒
つ
ま
り
︑
ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑
雑
草

は
増
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
︒

　

③

︑
き
れ
い
に
草
む
し
り
を
し
た
つ
も
り
で
も
︑
し
ば
ら
く
す
る
と
︑
一い

っ

斉せ
い

に
雑
草

が
芽
を
出
し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
︒
じ
つ
は
︑
地
面
の
下
に
は
︑
膨
大
な
雑
草
の
種
子
が
芽

を
出
す
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
い
る
︒
一
般
に
種
子
は
︑
暗
い
と
こ
ろ
で
発
芽
を
す
る
性

質
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
︑
雑
草
の
種
子
は
光
が
当
た
る
と
芽
を
出
す
も
の
が
多
い
︒

　

草
む
し
り
を
し
て
︑
土
が
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
と
︑
土
の
中
に
光
が
差
し
込
む
︒
光
が
当

た
る
と
い
う
こ
と
は
︑
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
他
の
雑
草
が
取
り
除
か
れ
た
と
い
う
合
図
で
も
あ

る
︒
そ
の
た
め
︑
地
面
の
下
の
雑
草
の
種
子
は
︑
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
ば
か
り
に
我
先
に
と
芽

⃝①

＊⃝②

⃝④

を
出
し
始
め
る
の
で
あ
る
︒

　

こ
う
し
て
︑
き
れ
い
に
草
取
り
を
し
た
と
思
っ
て
も
︑
そ
れ
を
合
図
に
た
く
さ
ん
の
雑
草

の
種
子
が
芽
を
出
し
て
︑
結
果
的
に
雑
草
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
︒

　

草
刈
り
や
草
む
し
り
は
︑
雑
草
を
除
去
す
る
た
め
の
作
業
だ
か
ら
︑
雑
草
の
生
存
に
と
っ

て
は
逆
境
だ
が
︑
雑
草
は
そ
れ
を
逆
手
に
取
っ
て
︑
増
殖
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
︒
何
と
い

う
し
つ
こ
い
存
在
な
の
だ
ろ
う
︒

　

そ
ん
な
し
つ
こ
い
雑
草
を
な
く
す
方
法
な
ど
︑
あ
る
の
だ
ろ
う
か
︒

　

じ
つ
は
︑
一
つ
だ
け
雑
草
を
な
く
す
方
法
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑
あ
ろ
う

こ
と
か
﹁
雑
草
を
と
ら
な
い
こ
と
﹂
だ
と
い
う
︒

　

雑
草
は
︑
草
刈
り
や
草
取
り
な
ど
逆
境
に
よ
っ
て
繁
殖
す
る
︒
草
取
り
を
や
め
て
し
ま
え

ば
︑
雑
草
だ
け
で
な
く
︑
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
え
て
く
る
︒
そ
う
な
る
と
︑
競
争
に
弱
い

雑
草
は
︑立
つ
瀬
が
な
い
︒
だ
ん
だ
ん
と
大
き
な
草
が
生
え
︑や
が
て
︑灌か
ん

木ぼ
く

が
生
え
て
く
る
︒

そ
し
て
︑
長
い
年
月
を
経
て
︑
森
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
︒
人
の
手
が
入
ら
な
け
れ
ば
︑

い
わ
ゆ
る
﹁
遷せ
ん

移い

﹂
が
起
こ
る
の
で
あ
る
︒
競
争
に
弱
い
雑
草
は
︑
大
型
の
植
物
や
木
々
が

生
い
茂
る
場
所
で
は
︑
生
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
そ
し
て
︑
つ
い
に
雑
草
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
︒

　

本
当
に
雑
草
は
弱
く
て
強
い
存
在
で
あ
り
︑
ま
た
強
く
て
弱
い
存
在
な
の
だ
︒

 

︿
稲い
な

垣が
き

栄ひ
で

洋ひ
ろ

﹁
植
物
は
な
ぜ
動
か
な
い
の
か
﹂
よ
り
﹀

※
一
部
省
略
が
あ
り
ま
す
︒

　
︵
注
︶　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
＝
前
向
き
な
思
考
︒

　
　
　
　

立
つ
瀬
が
な
い
＝
こ
こ
で
は
︑
生
存
す
る
場
所
を
失
う
と
い
う
意
味
︒

　
　
　
　

灌
木
＝
背
の
低
い
木
︒

　
　
　
　

遷
移
＝
繁
殖
し
て
い
る
植
物
が
他
の
種
類
の
植
物
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
︒

⃝⑤

＊

＊

＊

5101520
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15　　 １　説明的文章⑴

⑴　
指
示
語

線
①
﹁
そ
れ
﹂
が
指
し
て
い
る
内
容
を
︑
二
十
五
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
︒

 

道

に

沿

っ

て

ど

こ

ま

で

も

オ

オ

バ

コ

が

生

え

て

い

る

理

由

。

例

⑵　
接
続
語
の
働
き

線
②
﹁
た
と
え
ば
﹂
の
後
の
内
容
は
︑
ど
の
よ
う
な
こ
と
の
具
体

例
で
す
か
︒
次
の

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
文
章
中
か
ら
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
︒

　

 

雑
草
が

逆

境

を
利
用
す
る
と
い
う
戦
略
を
と
っ
て
成
功
す
る
と
い
う
こ
と
の

具
体
例
︒

⑶　
接
続
語

③

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
次
か
ら
一
つ
選
び
︑
記
号
で
答
え
な
さ
い
︒

　
　

ア　

ま
た　
　
　

イ　

で
は

　
　

ウ　

す
る
と　
　

エ　

つ
ま
り

 

⑷　
文
章
内
容
の
確
認

線
④
﹁
そ
の
た
め
﹂
と
は
︑
何
の
た
め
で
す
か
︒
最
も
適
切
な

も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
︑
記
号
で
答
え
な
さ
い
︒

　

ア　

地
中
に
光
が
当
た
る
こ
と
は
︑
他
の
雑
草
が
取
り
除
か
れ
た
合
図
と
な
る
た
め
︒

　

イ　

光
が
当
た
る
と
発
芽
す
る
と
い
う
性
質
を
︑
雑
草
の
種
子
が
持
っ
て
い
る
た
め
︒

　

ウ　

草
む
し
り
を
す
る
こ
と
で
︑
一
斉
に
雑
草
が
芽
を
出
す
こ
と
が
あ
る
た
め
︒

　

エ　

地
中
に
光
が
差
し
込
む
と
︑
地
中
の
雑
草
の
種
子
が
芽
を
出
し
始
め
る
た
め
︒

 

ア ア

⑸　
指
示
語

線
⑤
﹁
そ
ん
な
し
つ
こ
い
雑
草
﹂
と
あ
り
ま
す
が
︑
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
が
し
つ
こ
い
の
で
す
か
︒
四
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
︒

 

雑

草

の

生

存

に

と

っ

て

逆

境

と

な

る

草

刈

り

や

草

む

し

り

を

逆

手

に

取

っ

て

、

増

殖

す

る

と

こ

ろ

。

例

⑹　
文
章
の
把
握

こ
の
文
章
の
内
容
に
合
う
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
︑
記
号
で
答
え
な
さ

い
︒

　

ア 　

雑
草
は
草
刈
り
や
耕
起
で
切
断
さ
れ
て
も
︑
別
の
雑
草
の
栄
養
と
し
て
吸
収
さ
れ
る

こ
と
で
新
た
な
芽
を
出
し
生
い
茂
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

イ 　

雑
草
を
除
去
す
る
た
め
に
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
で
か
え
っ
て
雑
草
が
繁
殖
す
る
結

果
と
な
り
︑
森
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
失
わ
れ
て
い
る
︒

　

ウ 　

草
刈
り
や
草
取
り
を
や
め
る
と
︑
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
い
茂
る
こ
と
に
な
る
た
め
︑

生
存
競
争
に
弱
い
雑
草
は
生
育
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
︒

　

エ 　

オ
オ
バ
コ
の
種
子
は
人
間
や
動
物
の
足
に
付
着
し
て
運
ば
れ
て
い
き
︑
そ
の
後
︑
踏

ま
れ
る
こ
と
で
種
子
が
発
芽
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
︒

 

ウ

指
示
語
が
指
し
て
い
る
内
容
を
考
え
る
↓
文
章
の
内
容
が
わ
か
る

指
示
語
は
、
筆
者
が
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
の
を
避
け
る
た
め
に
使
う

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
も
の
。
指
示
語
が
傍
線
部
に

含
ま
れ
て
い
な
く
て
も
、
傍
線
部
前
後
に
あ
る
指
示
語
の
指
し
て
い
る
内
容
が
設
問
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ね
に
、
指
示
語
の
指
し
て
い
る
内
容
を
考
え
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
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説
明
的
文
章
（1）
　
指
示
語
・
接
続
語

1

 

10
～
11
ペ
ー
ジ

⑴　

㋐
低
︵
く
︶　

㋑
は
ん
の
う　

㋒
予
知　

㋓
し
ん
け
い　
　
　

⑵　

ウ

⑶　
例
︵
訪
︶
問
・
日　
　

来
・
歴
・
探
︵
訪
︶

⑷　

長
さ
は　
　
　

⑸　

10
︵
画
︶

⑹　
例
選
考
・
専
行
・
線
香
・
専
攻
・
潜
行
・
先
攻

⑺　

冬
至
の
日　
　
　

⑻　

ⓐ
夏　

ⓑ
冬

解
説　

⑷　

主
語
を
見
つ
け
る
と
き
は
︑
述
語
に
対
し
て
﹁
何
が
﹂
に
当
た
る
文
節
を
探
す
︒

　
　

　

夜
の　

長
さ
は
︑　

夏
か
ら　

秋
に　

だ
ん
だ
ん　

長
く　

な
り
︑　

か
な
り

　

大
き
く　
　

⌇変
化
し
ま
す

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
︒

﹁
何
が
﹂
変
化
す
る
の
か
？

　

⑺　

線
を
含
む
一
文
が﹁
こ
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬
で
す
︒﹂と
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
何

の
日
﹂
が
︑
一
二
月
の
下
旬
で
あ
る
の
か
を
考
え
︑
前
の
部
分
か
ら
指
定
の
字
数
で
探
す
︒

す
る
と
︑﹁
冬
至
の
日
﹂
が
見
つ
か
る
の
で
︑
こ
れ
を
指
示
語
の
部
分
に
当
て
は
め
る
と
︑

﹁
冬
至
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬
で
す
﹂
と
な
り
︑
文
意
が
通
る
︒

　

⑻　

最
初
の
段
落
を
読
む
と﹁
サ
ク
ラ
は
︑
夏
に
ツ
ボ
ミ
を
つ
く
り
ま
す
︒﹂と
あ
り
︑
続
く

第
二
段
落
に﹁
越
冬
芽
は
冬
の
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
の
も
の
﹂と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
︒

 

12
～
13
ペ
ー
ジ

⑴　

越
冬
芽　
　
　

⑵　

ア

⑶　

ⓐ
夜
の
長
さ　

ⓑ
夏
か
ら
秋　

ⓒ
変
化

v
確
認
問
題
v

v
基
本
問
題
v

⑷　
例
夜
の
長
さ
が
も
っ
と
も
冬
ら
し
く
長
く
な
る
冬
至
の
日
は
、
一
二
月
の
下
旬
で
あ

る
こ
と
。︿
35
字
﹀

⑸　

冬
の
訪
れ
を
予
知
し
た
︵
と
い
う
知
ら
せ
︒︶　　
　

⑹　

エ
　
　
　
⑺　

イ

解
説　

⑴　

ま
ず
︑

線
①
を
含
む
一
文
を
確
認
す
る
と
︑﹁
︙
︙
越
冬
芽
を
つ
く
り
︑
そ

の
中
に
ツ
ボ
ミ
を
包
み
込
み
ま
す
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
何
﹂
の
中
に
︑
ツ
ボ
ミ
を
包

み
込
む
の
か
を
︑
指
示
語
よ
り
も
前
の
部
分
か
ら
探
す
︒
指
示
語
が
指
す
内
容
を
見
つ
け

た
ら
︑
も
と
の
文
の
指
示
語
の
部
分
に
当
て
は
め
て
文
意
が
通
る
こ
と
を
確
認
す
る
︒

　

⑵　

接
続
語
の
前
後
の
内
容
の
関
係
を
確
認
す
る
︒

　
　

・

②

の
前
︙﹁
ほ
ん
と
う
に
︑秋
の
間
に
︑サ
ク
ラ
は
冬
が
訪
れ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
の
か
﹂と
い
う
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
︑﹁
知
っ
て
い
る
﹂で
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

②

の
後
︙
ど
の
よ
う
に
し
て
︑
サ
ク
ラ
は
冬
の
寒
さ
が
訪
れ
る
こ
と
を
︑
寒

く
な
る
前
の
秋
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

 

新
た
な
疑
問
︵
＝
話
題
︶

話
題
が
転
換
し
て
い
る
の
で
︑
ア
﹁
で
は
﹂
が
当
て
は
ま
る
︒

　

⑶　

線
③
を
含
む
一
文
や
︑
前
後
の
内
容
を
読
み
︑﹁
夕
方
七
時
こ
ろ
で
も
ま
だ
明
る

い
夏
に
比
べ
︑
五
時
こ
ろ
に
は
暗
く
な
る
秋
を
思
い
浮
か
べ
る
﹂
と
︑
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
理
解
で
き
る
の
か
を
︑
前
の
部
分
か
ら
探
す
︒

　
　

・
夜
の
長
さ
は
︑夏
か
ら
秋
に
だ
ん
だ
ん
長
く
な
り
︑か
な
り
大
き
く
変
化︵
す
る
こ
と
︶

・
こ
の
こ
と
は
︑
夕
方
七
時
こ
ろ
で
も
ま
だ
明
る
い
夏
に
比
べ
︑
五
時
こ
ろ
に
は
暗

く
な
る
秋
を
思
い
浮
か
べ
る
と
︑
理
解
で
き
ま
す
︒

指
示
内
容

 

ま
た
︑
設
問
文
の

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
補
う
問
題
で
は
︑
空
欄
前
後
の
言
葉
に

も
着
目
す
る
︒
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⑷　

ま
ず
︑

線
④
を
含
む
﹁
そ
れ
に
対
し
︑
冬
の
寒
さ
が
も
っ
と
も
き
び
し
い
の
は
二

月
こ
ろ
で
す
︒﹂
と
い
う
一
文
に
着
目
す
る
︒﹁
そ
れ
に
対
し
﹂
は
︑﹁
そ
れ
﹂
と
い
う
指

示
語
を
含
む
︑
前
後
の
内
容
の
対
照
的
に
述
べ
る
接
続
語
で
あ
る
︒

　

線
④
の
﹁
そ
れ
﹂
よ
り
も
前
の
部
分
か
ら
︑﹁
冬
の
寒
さ
が
︙
︙
二
月
こ
ろ

⌇
⌇
⌇
⌇
﹂
と

対
照
的
な
表
現
を
探
す
と
︑
一
文
前
に
﹁
こ
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
で
す
﹂
と
い
う
内

容
が
見
つ
か
る
︒﹁
こ
の
日
﹂
と
い
う
指
示
語
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
︑﹁
こ
の
日
﹂
が
指

す
内
容
を
さ
ら
に
前
の
部
分
か
ら
探
す
︒
す
る
と
﹁
夜
の
長
さ
が
も
っ
と
も
冬
ら
し
く
長

く
な
る
の
は
冬
至
の
日
で
す
﹂
と
い
う
内
容
が
見
つ
か
る
︒

　
　

・
夜
の
長
さ
が
も
っ
と
も
冬
ら
し
く
長
く
な
る
の
は
冬
至
の
日
で
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
こ
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
で
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
そ
れ
に
対
し
︑
冬
の
寒
さ
が
も
っ
と
も
き
び
し
い
の
は
二
月
こ
ろ

⌇
⌇
⌇
⌇
で
す
︒

対
照
的

 

 

対
照
的

 

記
述
ポ
イ
ン
ト
記
述
問
題
を
組
み
立
て
る
に
は
︑
文
末
部
分
か
ら
組
み
立
て
︑
前
に
言
葉
を

付
け
足
し
て
︑
指
定
の
字
数
に
な
る
よ
う
に
す
る
︒﹁
そ
れ
﹂
に
当
て
は
ま
る
形
で
答
え
︑

﹁
こ
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬
で
あ
る
こ
と
︒﹂︿
17
字
﹀︑
次
に
﹁
こ
の
日
﹂
に
内
容
を
当

て
は
め
︑﹁
冬
至
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬
で
あ
る
こ
と
︒﹂︿
18
字
﹀
で
も
字
数
が
ま
だ

不
足
す
る
︒
さ
ら
に
︑﹁
冬
の
寒
さ
﹂
と
対
照
し
て
い
る
表
現
を
加
え
て
︑﹁
夜
の
長
さ
が

も
っ
と
も
冬
ら
し
く
長
く
な
る
冬
至
の
日
は
︑
一
二
月
の
下
旬
で
あ
る
こ
と
︒﹂︿
35
字
﹀

と
す
る
︒
記
述
問
題
の
解
答
は
︑
指
定
字
数
の
八
割
以
上
の
字
数
を
目
安
に
し
て
書
く
︒

　

⑸　

線
⑤
を
含
む
文
を
確
認
し
︑
葉
っ
ぱ
か
ら
芽
に
送
ら
れ
る
の
は
︑﹁
ど
の
よ
う
な

知
ら
せ

⌇
⌇
⌇
﹂
か
を
考
え
る
︒﹁
知
ら
せ
﹂
に
注
目
し
て
︑
前
の
部
分
を
見
る
と
︑﹁﹃
冬
の
訪

れ
を
予
知
し
た
﹄
と
い
う
知
ら
せ
は
︑﹃
芽
﹄
に
送
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂
と
あ
る
︒

・
夜
の
長
さ
は
︑夏
か
ら
秋
に
だ
ん
だ
ん
長
く
な
り

⌇
⌇
⌇
⌇
︑か
な
り
大
き
く

⌇
⌇
⌇
変
化︵
す
る
こ
と
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

ⓐ

が

ⓑ

に
か
け
て
長
く
な
っ
て
い
き

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
︑
大
き
く

⌇
⌇
⌇

ⓒ

す
る
こ
と

 

 
 

　

⑹　

線
⑥
﹁
そ
こ
で
﹂
は
順
接
の
接
続
語
で
︑
前
の
事
柄
が
︑
後
の
事
柄
の
原
因
や
理

由
と
な
る
関
係
を
示
す
︒
こ
こ
で
は
︑﹁
植
物
は
︙
︙
刺
激
の
伝
達
手
段
を
も
っ
て
い
ま

せ
ん
﹂
と
い
う
理
由
を
受
け
て
︑﹁
葉
っ
ぱ
が
﹃
ア
ブ
シ
シ
ン
酸
﹄
と
い
う
物
質
を
つ
く
り
︑

芽
に
送
り
ま
す
﹂
と
い
う
結
果
を
述
べ
て
い
る
︒

　

⑺　

文
章
内
容
と
の
正
誤
を
考
え
る
問
題
で
は
︑
選
択
肢し

の
内
容
と
本
文
の
関
連
す
る
部
分

を
比
べ
て
判
断
す
る
︒
ア
︙
第
八
段
落
で
﹁
葉
っ
ぱ
が
﹃
ア
ブ
シ
シ
ン
酸
﹄
と
い
う
物
質

を
つ
く
り
︑
芽
に
送
﹂
る
と
あ
る
の
で
誤
り
︒
イ
︙
第
三
段
落
で
サ
ク
ラ
は
冬
が
訪
れ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
︑
第
四
段
落
で
︑
葉
っ
ぱ
が
夜
の
長
さ
を
は
か
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
て
い
る
︒
ウ
︙
寒
い
冬
の
訪
れ
を
予
知
し
て
つ
く
ら
れ
る
の
は
越
冬
芽
で
あ

る
の
で
誤
り
︒
エ
︙﹁
サ
ク
ラ
は
︑
夏
に
ツ
ボ
ミ
を
つ
く
﹂る
と
冒
頭
で
説
明
さ
れ
て
い
る
︒

 

14
～
15
ペ
ー
ジ

⑴　
例
道
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
も
オ
オ
バ
コ
が
生
え
て
い
る
理
由
。︿
23
字
﹀

　
　

別
解
よ
く
道
に
沿
っ
て
オ
オ
バ
コ
が
生
え
て
い
る
こ
と
の
わ
け
。︿
23
字
﹀

⑵　

逆
境　
　
　

⑶　

ア
　
　
　
⑷　

ア

⑸　
例
雑
草
の
生
存
に
と
っ
て
逆
境
と
な
る
草
刈
り
や
草
む
し
り
を
逆
手
に
取
っ
て
、
増

殖
す
る
と
こ
ろ
。︿
38
字
﹀

⑹　

ウ

解
説　

⑴　

線
①
を
含
む
一
文
を
読
む
と
︑﹁
そ
れ
は
︑
︙
︙
か
ら
⌇
⌇
な
の
だ
﹂
と
あ
る
こ

と
か
ら
︑﹁
そ
れ
﹂
は
﹁
︙
︙
理
由
︒﹂
と
な
る
内
容
を
指
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
︒

　
　

・
道
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
も
オ
オ
バ
コ
が
生
え
て
い
る
よ
う
す
を
見
か
け
る
が
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
れ
は
︑
種
子
が
車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
に
つ
い
て
広
が
っ
て
い
る
か
ら
⌇
⌇
な
の
だ
︒

 

 

理
由

誤
答
例

道
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
も
オ
オ
バ
コ
が
生
え
て
い
る
よ
う
す
︒︵
文
末
表
現
が
理

由
を
説
明
す
る
形
に
な
っ
て
い
な
い
︒︶

v
演
習
問
題
v
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⑵　
﹁
た
と
え
ば
﹂
は
︑
直
前
の
説
明
を
補
足
す
る
具
体
例
を
後
に
述
べ
る
働
き
を
す
る
接

続
語
で
あ
る
︒﹁
た
と
え
ば
﹂
の
前
後
を
読
み
︑
ど
の
文
と
ど
の
具
体
例
が
対
応
し
て
い

る
の
か
を
考
え
る
︒

　
　

・
雑
草
の
戦
略
は
︑
そ
ん
な
気
休
め
の
も
の
で
は
な
い

　
　

逆
境
を
利
用
し
て
成
功
す
る

⌇
⌇
⌇
⌇
の
で
あ
る
︒

　
　﹁
た
と
え
ば
﹂
　 

逆
境

　
　

草
刈
り
さ
れ
た
り
︑
耕
さ
れ
た
り
す
る

　
　
　
利
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
功

　
　

ち
ぎ
れ
た
断
片
の
一
つ
一
つ
が
根
を
出
し　

↓
新
た
な
芽
を
出
し
て
再
生
す
る

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

　
　

ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑
↓
雑
草
は
増
え
て
し
ま
う

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

具体例

　

⑶　

③

の
前
後
の
文
の
関
係
を
確
認
し
て
︑
当
て
は
ま
る
接
続
語
を
考
え
る
︒

　
　

・

③

の
前
︙
草
刈
り
や
耕
起
を
し
て
︑茎く
き

が
ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
に
切
断
さ
れ
て
し

ま
う 

 

ち
ぎ
れ
ち
ぎ
れ
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑雑
草
は
増
え
て
し
ま
う

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
　
並
列

・

③

の
後
︙
き
れ
い
に
草
む
し
り
を
し
た
つ
も
り
で
も
︑
し
ば
ら
く
す
る
と
︑

一
斉
に
雑
草
が
芽
を
出
し
て
く
る

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
こ
と
も
あ
る

③

の
前
後
で
似
た
よ
う
な
事
柄
を
並
列
で
説
明
し
て
い
る
の
で
︑
ア
﹁
ま
た
﹂
が
当

て
は
ま
る
︒

　

⑷　
﹁
そ
の
た
め
﹂
は
指
示
語
を
含
む
言
葉
で
︑
前
の
部
分
で
述
べ
ら
れ
た
理
由
を
受
け
て

そ
の
結
果
を
後
に
述
べ
る
接
続
語
の
働
き
を
す
る
︒

線
④
の
一
文
を
確
認
す
る
と

﹁
そ
の
た
め
︑
地
面
の
下
の
雑
草
の
種
子
は

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇︑︙
︙
芽
を
出
し
始
め
る

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑

⌇
⌇
線
の
部
分
の
理
由
は
︑﹁
そ
の
﹂
が
指
す
内
容
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
︒
こ
れ
を

踏
ま
え
て
︑＂
雑
草
の
種
子
が
芽
を
出
し
始
め
る
理
由
＂
を
探
す
と
︑
直
前
の
二
文
の
﹁
草

む
し
り
を
し
て
︑
︙
︙
他
の
雑
草
が
取
り
除
か
れ
た
と
い
う
合
図
で
も
あ
る
︒﹂
の
部
分

が
見
つ
か
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
こ
の
内
容
と
合
う
ア
が
正
解
と
な
る
︒

⌇
⌇

　
　

　

⑸　

線
⑤
の
﹁
し
つ
こ
い
﹂
に
注
目
し
て
︑﹁
そ
ん
な
﹂
が
指
し
て
い
る
内
容
を
考
え
る
︒

直
前
の
文
に
﹁
何
と
い
う
し
つ
こ
い
存
在
な
の
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
言
葉
が
見
つ
か
る
の
で
︑

こ
れ
よ
り
前
の
部
分
か
ら
︑﹁
し
つ
こ
い
﹂
の
具
体
的
な
内
容
を
考
え
る
︒
す
る
と
︑﹁
草

刈
り
や
草
む
し
り
は
︑
雑
草
を
除
去
す
る
た
め
の
作
業
だ
か
ら
︑
雑
草
の
生
存
に
と
っ
て

は
逆
境
だ
が
︑
雑
草
は
そ
れ
を
逆
手
に
取
っ
て
︑
増
殖
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
﹂
と
い
う

部
分
が
︑﹁
そ
ん
な
し
つ
こ
い
雑
草
﹂
の
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
︒

記
述
ポ
イ
ン
ト
﹁
ど
ん
な
と
こ
ろ
﹂
と
い
う
問
い
に
合
わ
せ
て
︑
文
末
表
現
を
﹁
︙
︙
と
こ

ろ
︒﹂
の
形
で
考
え
る
と
﹁
そ
れ
を
逆
手
に
取
っ
て
︑
増
殖
す
る
と
こ
ろ
︒﹂
と
い
う
解
答

が
で
き
る
︒
次
に
︑﹁
そ
れ
﹂
の
指
し
て
い
る
内
容
を
︑
何
を
逆
手
に
取
る
の
か
と
考
え
る
︒

す
る
と
︑﹁
雑
草
の
生
存
に
と
っ
て
逆
境
と
な
る
草
刈
り
や
草
む
し
り
﹂
を
指
し
て
い
る

と
判
断
で
き
る
︒
最
後
に
︑
こ
の
内
容
を
﹁
そ
れ
﹂
に
当
て
は
め
︑﹁
雑
草
の
生
存
に
と
っ

て
逆
境
と
な
る
草
刈
り
や
草
む
し
り
を
逆
手
に
取
っ
て
︑
増
殖
す
る
と
こ
ろ
︒﹂
と
ま
と

め
る
︒

誤
答
例

雑
草
が
そ
れ
を
逆
手
に
取
っ
て
︑
増
殖
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
︒︵﹁
そ
れ
﹂
が
何
を

指
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
︒
ま
た
︑
指
定
字
数
か
ら
大
幅
に
少
な
い
︒︶

　

⑹　

文
章
内
容
と
の
正
誤
を
︑
選
択
肢し

の
内
容
と
本
文
の
関
連
す
る
部
分
を
比
べ
て
判
断
す

る
︒
ア
︙
第
四
段
落
で
﹁
ち
ぎ
れ
た
断
片
の
一
つ
一
つ
が
根
を
出
し
︑
新
た
な
芽
を
出
﹂

す
と
あ
り
︑
別
の
雑
草
の
栄
養
と
し
て
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い

の
で
誤
り
︒
イ
︙
雑
草
が
繁
殖
し
た
結
果
︑
森
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
失
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
誤
り
︒
ウ
︙
第
十
・
十
一
段
落
の
内
容
と
一
致

す
る
︒
エ
︙
第
三
段
落
で
﹁
踏
ま
れ
る
こ
と
を
利
用
し
て
い
る
﹂
と
あ
る
が
︑﹁
踏
ま
れ

る
こ
と
で
種
子
が
発
芽
す
る
﹂
と
い
う
内
容
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
誤
り
︒

・
光
が
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
︑
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
他
の
雑
草
が
取
り
除
か
れ
た
と

い
う
合
図
で
も
あ
る

・
そ
の
た
め
︑
地
面
の
下
の
雑
草
の
種
子
は
︑
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
ば
か
り
に
我
先
に

と
芽
を
出
し
始
め
る 指

示
内
容
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60　　第 2章　化学変化と原子・分子

1　次の問いに答えなさい。 〈岩手改〉

　⑴ 　次のア～エのうち，原子の性質について正しく述べているものはどれか。
1つ選び，その記号を書きなさい。

　　ア　原子は，種類に関係なく，質量が等しい。
　　イ　原子は，種類に関係なく，大きさが等しい。
　　ウ　原子は，化学変化によって，それ以上分割することができない。
　　エ　原子は，化学変化によって，ほかの種類の原子に変わることができる。
　⑵ 　次のア～エのうち，分子をつくらない物質をすべて選び，記号で答えな
さい。

　　ア　酸素　　　イ　酸化銅　　　ウ　鉄　　　エ　二酸化炭素

2　酸化銀を加熱したときの変化を調べるために，図のような装置を用いて
実験を行った。次の文は，その実験について生徒が発表した内容の一部であ
る。これについて，あとの問いに答えなさい。 〈福岡改〉

　　酸化銀を加熱し，その色が変わり始めたころ，火
のついた線香を試験管の中に入れると線香が炎を出
して燃えました。このことから，酸素が発生してい
ることがわかりました。酸化銀全体が白っぽい色の
物質に変わったところで加熱をやめ，冷やしたあと，
アルミニウムはくの皿に残った物質をとり出しまし
た。とり出した白っぽい色の物質は，電流がⓐ｛P
　流れ　　Q　流れず｝，金づちでたたくとⓑ｛R　粉々になり　　S　うすく
広がり｝，乳

にゅう
鉢
ばち
でこすると表面が光りました。これらのことから，この物質は，

銀であると考えました。
　⑴ 　実験で使用する酸化銀の色を，次のア～エから 1つ選びなさい。
　　ア　黒　　　イ　青　　　ウ　黄　　　エ　赤
　⑵ 　文中のⓐ，ⓑの（　　）内の語句から，それぞれ適切なものを 1つずつ
選び，記号で答えなさい。

　⑶ 　次の文は，この実験について先生が説明した内容の一部である。文中の
（　　）に適切な語句を入れなさい。

　　 　酸化銀は加熱すると，（　①　）と（　②　）に分かれます。このように，
1種類の物質が 2種類以上の物質に分かれる化学変化を（　③　）といい
ます。（　③　）して生成した物質を調べることで，もとの物質の成分が
推定できます。また，物質は原子からできています。酸化銀のように 2種
類以上の原子からできている物質を（　④　）といい，酸化銀を加熱して
できた銀のように 1種類の原子からできている物質を（　⑤　）といいま
す。

1 （7点× 2＝ 14点）

⑴

⑵

2 （6点× 8＝ 48点）

⑴

⑵
ⓐ

ⓑ

⑶

①

②

③

④

⑤

アルミニウムはくの皿

酸化銀

試験管

WinPassR2_P056-065.indd   60 15/12/14   17:30



章末問題　　61

3　銅と酸素の化合とその質量変化を調べるために，4つの班に分かれ，次
の操作Ⅰ～Ⅳの手順で，班ごとに銅粉の質量を変えて実験を行った。表は，
この実験の結果をまとめたものである。あとの問いに答えなさい。 〈高知改〉

　操 作Ⅰ　ステンレス皿の質量を電子てんびんではかっ
た。

　操 作Ⅱ　操作Ⅰで質量をはかったステンレス皿に銅粉
を入れ，全体の質量を電子てんびんではかった。

　操 作Ⅲ　図のような実験器具を用いて，銅粉をよくかき混ぜながら，すべて
が黒い酸化銅になるまで強い火で加熱した。

　操 作Ⅳ　加熱をやめたあと，ステンレス皿が十分冷えてから電子てんびんで
全体の質量をはかった。

　　

　⑴ 　表をもとにして，銅粉の質量が 0gから 1.20gまでの，銅粉の質量と銅
に化合した酸素の質量との関係を表すグラフを実線でかきなさい。

　⑵ 　表から，銅粉の質量と銅に化合した酸素の質量との割合を求め，最も簡
単な整数の比で書きなさい。

　⑶ 　銅粉 1.40gでこの実験を行ったとき，生じた酸化銅は何 gか。
　 ⑷ 　この実験で起こる化学変化は，銅原子 1個を○，酸素原子 1個を●とす
ると，どのように表されるか。次の㋐～㋓から 1つ選び，その記号を書き
なさい。

4　酸化銅と水素の反応の質量変化について調べるために，次の実験を行った。
これについて，あとの問いに答えなさい。 〈大分〉

　₁ 　酸化銅 8.0gを上皿てんびんではか
りとった。

　2 　酸化銅を図のような実験装置に入れ，
乾燥した水素を送りながら加熱すると
試験管に水滴がついていた。

　3 　しばらくして，加熱するのをやめた。太いガラス管が冷えたあと，ステ
ンレスの皿に残った物質の質量を測定すると 6.8gであった。

　4 　酸化銅について資料で調べたところ，酸化銅は銅と酸素の質量比が 
4：1で結びついていることがわかった。

　⑴　酸化銅と水素のこの化学変化を化学反応式で書きなさい。
　⑵　3で，未反応の酸化銅の質量は何 gか ,求めなさい。

1 班 2班 3班 4班

操作Ⅰの質量〔g〕 20.40 20.50 20.40 20.50

操作Ⅱの質量〔g〕 20.80 21.10 21.20 21.50

操作Ⅳの質量〔g〕 20.90 21.25 21.40 21.75

3 （6点× 4＝ 24点）

⑴

⑵

⑶

⑷

0 0.40 0.80 1.20

0.30

0.20

0.10

0

銅粉の質量〔g〕

化
合
し
た
酸
素
の
質
量 

〔g〕

4 （7点× 2＝ 14点）

⑴

⑵

ステンレス皿 銅粉

酸化銅

太いガラス管
ステンレスの皿

試験管

水滴

水
素
を
送
る
。

㋐　　　　＋ ㋑　　　　　＋

㋒　　　　＋ ㋓　　　　　＋

WinPassR2_P056-065.indd   61 15/12/14   17:30



16■理科２年

章 末 問 題

➡p.60〜p.61

1　　⑴　ウ　　⑵　イ，ウ
2　　⑴　ア　　⑵　ⓐ P　ⓑ S
 ⑶　①銀　②酸素（①，②は順不同）　
　　　　③分解（熱分解）　　④化合物　⑤単体
3　　⑴　右図　　⑵　4：1
 ⑶　1.75g　　⑷　㋓
4　　⑴　CuO＋H₂
　　　　 Cu＋H₂O
 ⑵　2.0g

1　　 ⑴　原子は，化学変化によってそれ以上分けるこ
とはできない。種類によって質量や大きさは決ま
っている。化学変化によってほかの種類の原子に
変わったり，なくなったり，新しくできたりする
ことはない。

2　　 ⑵　銀は金属なので電流が流れ，金づちでたたく
とうすく広がる。

3　　 ⑵　1班の結果から，銅の質量は 20.80－20.40＝
0.40〔g〕　銅と化合した酸素の質量は 20.90－20.80
＝0.10〔g〕　よって，0.40：0.10＝4：1

　⑶　銅粉 1.40gと化合する酸素を x〔g〕とすると，
1.40：x＝4：1　より，x＝0.35〔g〕　したがって，
1.40＋0.35＝1.75〔g〕

　⑷　2Cu＋O₂ 2CuO
4　　⑴　酸化銅の水素による還元。
　　酸化銅＋水素 銅＋水
　⑵　8.0－6.8＝1.2〔g〕　が反応によって失った酸素

の質量。
 1.2gの酸素と化合していた銅を x〔g〕とすると，
  4：1＝x：1.2　より，x＝4.8〔g〕　よって，未反

応の酸化銅は，6.8－ 4.8＝2.0〔g〕

したあとの物質全体の質量は変わらない。このこ
とを質量保存の法則という。

5　　⑴　すべてのマグネシウムが酸化して酸化マグネ
シウムになると，そのあと加熱を続けても質量は
変わらない。

　⑶ 　マグネシウム 1.2gから酸化マグネシウム 2.0g
ができるので，マグネシウム 1.2gと化合した酸
素は 2.0－1.2＝0.8〔g〕

 マグネシウム：酸素＝1.2：0.8＝3：2
6　　 ⑴⑵　酸化銅と炭素の混合物を加熱すると，二酸

化炭素が発生するので，石灰水は白くにごる。
　⑶ 　ガラス管を石灰水の中に入れたまま火を消すと，

石灰水が逆流するおそれがある。
　⑺　還元と酸化は同時に起こる。

0 0.40 0.80 1.20

0.30

0.20

0.10

0

銅粉の質量〔g〕

化
合
し
た
酸
素
の
質
量 

〔g〕



得点
100点日 本 地 理 総 合 問 題

214 地理分野

1〈７地方区分〉次の表は，日本の７地方区分のそれぞれで最も人口の多い
A〜 Gの都道府県についてまとめ，右下の地図は，A〜 Gの都道府県の位

置を示したものである。これらを見て，あとの問いに答えなさい。

⑴ 関東地方の境界線を，右の地図中に書き入れなさい。
⑵ 表中の X にあてはまる都道府県名， Y にあてはまる地方名，

Z にあてはまる都道府県庁所在地名を，それぞれ答えなさい。
⑶ 表中の A～ Gには，日本で最も人口密度の低い都道府県
がふくまれている。その都道府県について述べた文として誤
っているものを，次から１つ選びなさい。
ア�　かつては蝦夷地とよばれた土地で，アイヌの人々が生活
していた。

イ　都道府県庁所在地は，地方中枢都市である。
ウ　農業がさかんであるが，農業産出額は全国第２位である。
エ�　豊かな自然を生かした観光業や食料品工業がさかんであ
る。

⑷ 表中の A～ Gには，日本で最も人口密度の高い都道府県がふくまれて
いる。その都道府県に属する島を，次から１つ選びなさい。
ア　沖ノ鳥島　　イ　与那国島　　ウ　国後島　　エ　佐渡島

⑸ 次の文は，表中の A～ Gのいずれかの都道府県について述べたもので
ある。この都道府県を A～ Gから１つ選びなさい。

⑹ 表中の昼夜間人口比率を見ると，A～ Gのすべての都道府県が100％以
上である。昼夜間人口比率が100％をこえているということは，どのよう
なことを示しているか，簡単に答えなさい。

この都道府県の都道府県庁所在地は，太田川の河口にできた平野に
位置し，世界遺産に指定されている原爆ドームがある。

⑴ 地図中に書き入れなさい

⑵

X

Y

Z

⑶

⑷

⑸

⑹

1	 各３点×８　計24点

（2017年版「データでみる県勢」）※常住人口（夜間人口）100人あたりの数値

X

Y

Z

2015年2015年 2015年

人口
（千人）

昼夜間人口
比率※都道府県庁

所在地名
面積
（㎢）

A

B

C

D

E

F

G

札幌

東京

名古屋

大阪

広島

福岡

78,426

7,282

2,191

5,172

1,905

8,479

4,986

5,382

2,334

13,515

7,483

8,839

2,844

5,102

100.0

100.5

118.1

101.4

104.5

100.3

100.0

北海道（北海道地方）

宮城県（東北地方）

東京都（関東地方）

　　県（中部地方）

大阪府（　　地方）

広島県（中国・四国地方）

福岡県（九州地方）

都道府県名
（　　）は地方名

0 200㎞

A

B

C
D

E

F
G



215日本地理総合問題

2〈日本の諸地域〉次の地図を見て，あとの問いに答えなさい。

⑴ Xは，出入りが多い複雑な地形をした海岸で，三陸海岸や志摩半島でも
見られる。それに対して，Yの海岸は，出入りの少ないなだらかな形をし
ている。Yのような海岸を何というか，次から１つ選びなさい。
ア　砂浜海岸　　イ　河岸段丘　　ウ　三角州　　エ　リアス海岸

⑵ 中部地方の中央高地には，日本アルプスとよばれる３つの山脈がある。
そのうちの Zの山脈の名称を答えなさい。

⑶ 上の雨温図は，地図中の上越，松本，静岡のいず
れかの都市のものである。その組み合わせとして適
切なものを，右の表から１つ選びなさい。

⑷ 富山県と三重県の両方に接している県の名前を答
えなさい。

⑸ 右のグラフは，北海道，新潟県，長野県，沖縄県
の農業産出額割合を示している。沖縄県にあてはま
るものを，A～ Dから１つ選びなさい。

⑹ 日本で特に工業がさかんな地域を太平洋ベルトと
いうが，太平洋ベルトの範囲にふくまれない工業地
帯・地域を次から１つ選びなさい。
ア　北陸工業地域　　イ　瀬戸内工業地域
ウ　京葉工業地域　　エ　北九州工業地域（帯）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

2	 各４点×６　計24点

松本

上越

静岡

X

Z

Y

0 100km

（平成29年版「理科年表」ほかより）
1月 7 12

年平均気温
16.5℃

年降水量
2325mm

13.6℃

2755mm

11.8℃

1031mm

Ⅰ
℃

気温

1月 7 12

Ⅱ

1月 7 12

Ⅲ
mm

降水量

0

100
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-20
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13.3

35.4

野菜
13.9

A
2322億円

B
901億円

C
2448億円

D
1兆

1110億円

（2017年版「データでみる県勢」より）（2014年）

工芸農作物 0.1

45.613.7 21.6 12.4

15.652.9％

9.9
％ 19.0 54.3 12.5

21.8 5.6

米
17.3％

畜産
13.0

その他
10.2

野菜
36.0

果実
23.4

3.6 0.5

3.8

6.1

0.6％

0.5

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

ア イ ウ エ オ カ

上越

松本

静岡

上越

静岡

松本

松本

上越

静岡

松本

静岡

上越

静岡

上越

松本

静岡

松本

上越
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3〈日本の産業・人口・位置〉次の問いに答えなさい。

⑴ 図１の A～ Cは，次のア～エのいずれかの項目における１位～５位ま
での都道府県を示している。あてはまる項目を，それぞれ答えなさい。
ア　米の生産量が多い上位５位　　イ　漁業生産量が多い上位５位
ウ　工業出荷額が多い上位５位　　エ　りんごの生産量が多い上位５位

⑵ 次の表は，５つの県の面積と人口を示している。この中で最も人口密度
が高い県を，答えなさい。

⑶ 右上の図２の A～ Cは，日本の1935年，1960年，2015年の人口ピラミ
ッドを示している。３つの人口ピラミッドを年代の古い順に並べなさい。
⑷ 東京とブラジルのリオデジャネイ
ロとの時差は12時間である。リオデジ
ャネイロの標準時子午線の経度はい
くらか。サマータイムは考えない。
⑸ 右のグラフは，日本の漁業種類別の
漁獲量の推移を示している。Xの漁獲
量が1970年代半ば以降に大きく減少
したのは，漁場がせまくなったからで
ある。その理由を，簡単に答えなさい。

⑴

Ａ

Ｂ

Ｃ

⑵

⑶ →　　→

⑷ 度

⑸

3	 各４点×７　計28点

（2017/18 年版「日本国勢図会」ほかより）
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②
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③
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④
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（2017年版「データでみる県勢」より）
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（注）数字は順位を表す。

（2015年） （2015年）
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②

図１

沖合漁業

沿岸漁業

（2017/18年版「日本国勢図会」ほかより）
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4〈地形図の読み取り〉次の地形図１，２を見て，あとの問いに答えなさい。

⑴ 地形図１，２は，同じ地域を表した，異なる年代の地形図である。
この地域の位置を，右の地図中ア～エから１つ選びなさい。
⑵ ⑴で選んだ地域について，次の問いに答えなさい。
①　この地域がふくまれる工業地帯・地域を，次から１つ選びなさい。
　ア　阪神工業地帯　　イ　京浜工業地帯
　ウ　中京工業地帯　　エ　京葉工業地域
②　この地域がふくまれる都市圏の人口は，日本の人口のどのくら
いの割合をしめるか。次から１つ選びなさい。

　ア　約２分の１　　イ　約３分の１　　ウ　約４分の１
⑶ 地形図１中の「水上警察署」から見て，「万国橋」はどの方位にあるか，
８方位で答えなさい。
⑷ 地形図１中の⊗の正方形は，地形図上では２cm×２cmの大きさであ
る。⊗の正方形の実際の面積は，何 km2か。計算して答えなさい。
⑸ 地形図２中で，Aから Bまで………の道筋に沿って歩いたときに見ら
れる建物としてあてはまらないものを，次から１つ選びなさい。
ア　郵便局　　イ　交番　　ウ　病院　　エ　官公署

⑹ 地形図１，２を比べて，読み取れる変化として最も適切なものを，次か
ら１つ選びなさい。
ア　新港町では，貿易品を運ぶ鉄道が，新たに通るようになった。
イ�　造船所のあと地を使った再開発によって，「みなとみらい」という地
区ができ，美術館や国際会議場などがつくられた。
ウ　市街地の再開発によって，相生町という町の名前がなくなった。
エ　神奈川県庁が大岡川の西側にある「さくらぎちょう」駅前に移った。

⑺ 地形図１，２ともに，海岸線は直線的であることがわかる。その理由を，
簡単に答えなさい。

⑴

⑵
①

②

⑶

⑷ km2

⑸

⑹

⑺

4	 各３点×８　計24点
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地形図２（1999年発行）地形図１（1970年発行）

（国土地理院発行２万５千分の１地形図） （国土地理院発行２万５千分の１地形図）
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218 地理分野

1〈世界と日本の気候〉次の地図を見て，あとの問いに答えなさい。

⑴ 地図は，温帯の３つの気候を示している。温帯（温暖）湿潤気候を示す
地域を，地図中の A～ Cから１つ選びなさい。

⑵ 気候に大きな影響をあたえる季節風を何というか。カタカナで答えなさい。
⑶ 右の図１は，南アメリカ
州のアンデス山脈の標高と
その土地利用を示し，ア～
エでは，リャマ・アルパカ
の飼育,かんきつ類の栽培，
じゃがいもの栽培，とうも
ろこしの栽培のいずれかが
行われている。じゃがいも
の栽培地域にあてはまるも
のを，図中のア～エから１
つ選びなさい。

⑷ 次の文が示す地域を，地図中の X～ Zからそれ
ぞれ選びなさい。
①　雨季と乾季があり，稲の栽培がさかん。低地で
は，洪水がおこることもある。

②　雨がほとんど降らず，植物は育ちにくい。住居
は，土や日干しれんがでつくられている。

⑸ 右の図２は，季節ごとの太陽と地球の位置を示し
ている。南半球の高緯度の地域に，白夜の現象が見
られるのは，図中の A～ Dのうちのどれか。

⑴

⑵

⑶

⑷
①

②

⑸

1	 各４点×６　計24点

（９月20日ごろ）

（12月20日ごろ）（６月20日ごろ）

A

C

DB

（３月20日ごろ）
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公転する向き

自転の向き

南半球は春

北半球は春

南半球は秋

太陽

北半球は夏
南半球は冬

北半球は冬
南半球は夏

図２

（2010年版「ディルケ世界地図」ほかより）
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2〈世界地図・日本の地形〉次は，世界を表す３つの地図を示している。こ
れを見て，あとの問いに答えなさい。

⑴ 上の３つの地図について述べている次の文中の にあてはまる語句を，答えなさい。

⑵ 右の日本地図を見て，次の問いに
答えなさい。
①　日本のはしの島のうち，南鳥島
は，東・西・南・北どのはしの島か。
②　Xは，日本アルプスを示している。
日本アルプスのうち，最も北に位
置している山脈名を答えなさい。
③　A，Bにあてはまる平野の名称
を答えなさい。
④　地図中にあるア～エの矢印のう
ち，対馬海流を示す矢印を選びな
さい。
⑤　右の写真は，甲府盆地の扇状地
を表している。このような扇状地
の特性と土地利用の特色を，簡単
に答えなさい。

丸い地球を平面に表す場合，地図では地球儀のようにすべてを正確に表すことができない。そこ
で，使う目的に合わせてさまざまな地図が考え出された。Ａは中心からの距離と ① が正しい地
図である。Ｂは緯線と経線が直角に交わる地図で，赤道から離

はな

れるほど面積が大きく示される。Ｃ
は ② が正しい地図である。

⑴
①

②

⑵

①

②

③
Ａ 平野

Ｂ 平野

④

⑤

2	 各３点×８　計24点
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3〈日本と世界の貿易〉次の地図中のA〜 Fの国は，世界を６つの州に分け
た各州において，日本との貿易額（輸出額と輸入額の合計）が最も多い国々

である。この地図を見て，あとの問いに答えなさい。

⑴ 次の表中のア～カは，それぞれ A～ Fの国のいずれかにあてはまる。
表について，あとの問いに答えなさい。

①　ア～カの国々のうち，日本との貿易が赤字（輸入超
過）である国を，すべて選びなさい。

②　ア～カの国々は，日本への主な輸出品目のちがいか
ら，ア・イ・エのグループと，ウ・オ・カのグループ
の２つに大きく分けられる。ウ・オ・カのグループに
共通する日本への主な輸出品目の特色を，簡単に答え
なさい。

③　C・D・Eにあてはまる国を，表中のア～カからそ
れぞれ選びなさい。

⑵ ロンドン，ホノルル，ブエノスアイレスのうち，日本
との時差が最も大きい都市を，１つ答えなさい。

⑶ 右のグラフは，主な農作物・畜産物の生産量と輸出量
の国別割合を示している。X～ Zで示されている国の
うち，Xにあてはまる国を答えなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

ホノルル

ブエノスアイレス

ロ
ン
ド
ン

（2016／17年版「世界国勢図会」より）
生産量は 2014年，輸出量は
2013年，牛肉は 2013年

輸出量
1億6280万 t

輸出量
1億2422万 t

輸出量
1億617万 t

輸出量
719万 t

小麦生産量
7億2897万 t

とうもろこし
生産量

10億2162万 t

大豆生産量
3億844万 t

牛肉生産量
6398万 t

X
20.4％

カナダ
12.2

フランス
12.1

アルゼンチン
16.2

ウクライナ
13.5

ロシア
その他
30.6

その他
29.8

Y
21.4％

Y
40.3％

Y
16.5％

X
11.4

X
36.9

X
19.5

その他
24.3

その他
12.2

その他
48.6

フランス

11.1 8.5 5.1

5.1

5.35.1

ニュージーランド

オーストラリア3.6

アル
ゼンチン

パラグアイ4.8

ウルグアイ3.3
アルゼンチン4.4

アルゼンチン3.2 ウクライナ2.8

インド
3.4

ドイツ

フランス

7.3 7.4

その他

16.3 その他
45.4

オーストラリア

オーストラリア オランダ

Z
17.3％

X
7.6

インド
13.0

ロシア
8.2

その他
48.6

5.3

X
35.3％

X
35.0％

X
18.3％

Y
15.1

Z
10.0

Y
28.1

Z
21.1

Z 4.0

Y
7.8

アルゼンチン
17.3

（2016年）（2017/18年版「日本国勢図会」より）

人口
（万人）

日本への輸出額
（億円）

日本への輸出額が１位～３位の品目日本からの輸入額
（億円）

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

138,232
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2,431

8,068

5,498

20,957

123,614

141,429

15,321

19,171

2,422

3,031
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石炭，液化天然ガス，鉄鉱石

機械類，自動車，医薬品
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7,341

国

⑴

①

②

③

Ｃ

Ｄ

Ｅ

⑵

⑶

3	 各４点×７　計28点
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4〈日本の諸地域〉右の地図を見て，次の問いに答えなさい。
⑴ A県は，冬の降雪のため農家
の副業がさかんであったことか
ら，地場産業が発達した。この
県名を答えなさい。

⑵ 次の地方中枢都市がある地方
名を，それぞれ答えなさい。
①　名古屋市　　②　仙台市

⑶ 次の文は，ある地方の工業に
ついて，述べたものである。あ
てはまる地方名を，それぞれ答
えなさい。
①　大陸に近く，中国から鉄鉱
石などを輸入しやすい位置にあり，地元にも多くの炭田があったことか
ら，明治時代中期に官営の製鉄所がつくられ，鉄鋼業を中心に工業が発
達した。近年は，IC（集積回路）工場や自動車工場が各地につくられ
ている。

②　沿岸の埋め立て地を中心に重化学工業が発展し，また情報産業の中心
部であるため，印刷業が発達している。近年は高速道路沿いの内陸部に
大きな工業団地がつくられ，電気工業など，多くの工場が進出した。

⑷ 北海道は，日本の食料生産の重要な位置をしめている。北海道の東部で
は酪農がさかんな理由を，簡単に答えなさい。

⑸ 右のグラフ１は，日本の産業別人口の割合の変化を示したものである。
グラフ中の A，B，Cは，第一次産業，第二次産業，第三次産業を示して
いる。第一次産業にあてはまるグラフを
A～ Cから１つ選びなさい。

⑹ 右のグラフ２は，農業産出額，製造品
出荷額，人口における各地方の割合を示
している。グラフから読み取れることと
して適切なものを，次から１つ選びなさ
い。
ア　農業産出額の割合は，九州地方より
近畿地方が高い。

イ　中部地方の製造品出荷額は，全地方
の中で最も多く，100兆円をこえてい
る。

ウ　東北地方の農業産出額は，製造品出
荷額の２倍以上である。

エ　１人あたりの製造品出荷額は，関東
地方より中国・四国地方が多い。

⑴ 県

⑵
① 地方

② 地方

⑶
① 地方

② 地方

⑷

⑸

⑹

4	 各３点×８　計24点
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（2017／18年版「日本国勢図会」ほかより）

農業産出額
8兆4279億円
（2014年）

製造品出荷額
307兆83億円
（2015年）

人口
1億2710万人

（2017年版「データでみる県勢」より）
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➡p.214〜 p.217

1 ⑴

⑵　X愛知　Y近畿　Z仙台
⑶　ウ　　⑷　ア　　⑸　F
⑹　（例）夜間の人口に比べて，昼間の人口が多い。

2 ⑴　ア　　⑵　赤石山脈　　⑶　オ
⑷　岐阜県　　⑸　B　　⑹　ア

3 ⑴　Aウ　Bエ　Cア　　⑵　香川県
⑶　C→B→A　　⑷　西経45
⑸　（例）世界各国が排他的経済水域を設定した
から。

4 ⑴　ウ　　⑵　①イ　②ウ　　⑶　北西
⑷　0.25　　⑸　ウ　　⑹　イ
⑺　（例）人工的に造成された埋め立て地である
から。

解説
1 ⑴　関東地方は，茨城県，栃木県，群馬県，埼玉

県，千葉県，東京都，神奈川県の１都６県。
⑵　Xは県庁所在地の名古屋から愛知県，Yは大
阪府から近畿地方，Zは宮城県の県庁所在地で，
東北地方の地方中枢都市である仙台市とわかる。
⑶　人口密度は，人口を面積で割ることで求めら
れる。Aは5382000（人）÷78426（km2）＝68.625…
で，69人/km2と な る。 同 様 に，Bは321人/
km2，Cは6168人/km2，Dは1447人/km2，Eは
4640人/km2，Fは335人/km2，Gは1023人/km2

であり，最も人口密度が低いのは，北海道にな
る。農業産出額は１兆1852億円（2015年）で，
２位の茨城県（4549億円）を大きく上回り，全
国１位である。
⑷　最も人口密度が高いのは東京都で，東京都に
属するのは，アの沖ノ鳥島である。イの与那国
島は沖縄県，ウの国後島は北海道，エの佐渡島
は新潟県である。

日 本 地 理 総 合 問 題

0 200㎞

A

B

C
D

E

F
G

⑹　各地方の政治，経済や文化の中心地があり，
学校も多く，近隣から通勤，通学で多くの人々
が集まってくるため，昼間の人口が多くなる。

2 ⑴　砂浜海岸は土地が平らで海水浴場が多い。
⑵　日本アルプスは，北から順に，飛驒山脈，木
曽山脈，赤石山脈である。
⑶　Ⅰで静岡市は太平洋側の気候，Ⅱで上越市は
日本海側の気候，Ⅲで松本市は中央高地の気候
の雨温図である。
⑷　中部地方の富山県と近畿地方の三重県の両方
に接しているのは岐阜県である。
⑸　沖縄県は，さとうきびの栽培がさかんである
ことから，農業産出額は，工芸農作物の割合が
高いのが特色である。

3 ⑴　Aは，古くから工業地帯が発達している愛知
県や神奈川県，大阪府があることなどから判断
できる。Bは青森県や長野県などのすずしい気
候の地域が多いことから，Cは新潟県や北海道，
秋田県など，米づくりがさかんな地域であるこ
とから判断できる。
⑵　香川県は県の面積が小さく，人口が比較的多
いため，人口密度が高いと考えられる。980000
÷1877＝522.109…で求められる。
⑶　人口ピラミッドは，国の経済が発展するに従
って，富士山型→つりがね型→つぼ型と変化す
る。
⑷　12時間の時差とは，経度差が180度（24時間
360度の半分）ということである。日本の標準
時子午線は東経135度のため，リオデジャネイ
ロの標準時子午線は西経45度である。

4 ⑴　「横浜」という地名が地形図から読み取れる。
⑵②　横浜は，東京大都市圏にふくまれる。この

都市圏の人口は，約3400万人（2016年）で，
日本の人口の約４分の１が住んでいる。

⑷　この地形図の縮尺は２万５千分の１である。
この地形図上の２cmの実際の長さは２×25000
＝50000cm→500m→0.5km。１辺が0.5km四方
は，0.5×0.5＝0.25で，0.25km2となる。
⑸　郵便局，交番，官公署の地図記号を，地形図
上で見ることができる。
⑺　自然海岸の海岸線は不規則な線をえがくが，
埋め立て地の場合，海岸線は直線的になる。



■社会　地理─ 39 ─

➡p.218〜 p.221

1 ⑴　C　　⑵　モンスーン　　⑶　ウ
⑷　①Z　②Y　　⑸　D

2 ⑴　①方位　②面積　　
⑵　①東　②飛驒山脈
③A庄内　B濃尾
④ウ
⑤（例）水はけがよく，果樹園に利用されてい
る。

3 ⑴　①イ　②（例）鉱産資源が中心である。
③Cア　Dウ　Eイ　　
⑵　ホノルル
⑶　アメリカ合衆国

4 ⑴　福井　　
⑵　①中部　②東北
⑶　①九州　②関東
⑷　（例）気候が作物の栽培に適さないため。
⑸　C　　⑹　エ

解説
1 ⑴　温帯（温暖）湿潤気候は大陸東岸に見られ，

季節風（モンスーン）の影響を受けて，季節の
変化がはっきりしている。Aは西岸海洋性気候
で，主に大陸の西岸で見られる。偏西風の影響
で，１年の気温の変化が比較的小さく，平均し
て雨が降る。Bは地中海性気候で，夏は乾燥し，
冬に雨が降る。
⑶　アンデス山脈の低緯度地域では，標高の差に
合わせた農業が行われている。標高の低いアは
かんきつ類，次いでイはとうもろこし，ウがじ
ゃがいもで，エは気温が低く，農作物の栽培に
向かないため，リャマやアルパカの飼育となる。
⑷　①は熱帯のサバナ気候，②は乾燥帯の砂漠気
候を示している。Xはロシア連邦のシベリア地
域で，気候は冷帯（亜寒帯）になる。
⑸　地軸の傾きから，南半球の夏至（１年で最も
昼間の時間が長くなる日）はDのころである。

2 ⑴　Aの正距方位図法は中心からの距離と方位が
正しいが，中心から離れるほど，陸地の形がゆ
がんで表される。Bのメルカトル図法は，緯線
と経線が直角に交わり，航海図などに利用され
ている。欠点は，高緯度になるほど実際の面積
よりも大きく表されることである。Cのモルワ
イデ図法は面積は正しいが，高緯度の陸地の形

地　理　総　合　問　題 がゆがんで表される。分布図などに利用される。
⑵①　東のはしの南鳥島と南のはしの沖ノ鳥島を

混同しやすいので，注意する。
②　日本アルプスは，北から飛驒山脈，木曽山
脈，赤石山脈である。
④　アはリマン海流で寒流，イは親潮（千島海
流）で寒流，ウは対馬海流で暖流，エは黒潮
（日本海流）で暖流である。日本は，日本近
海の海流によって，漁業や気候の面で大きな
影響を受けている。
⑤　扇状地は，山地から平地に河川が流れ出る
ところに，土砂がたまってできる傾斜のある
扇形の地形である。

3 ⑴①　輸出額よりも，輸入額が多くなると，貿易
赤字となる。表中で貿易赤字となっているの
は，イのアメリカ合衆国だけ。
②　ウはDのオーストラリア，オはBの南アフ
リカ共和国，カはFのブラジル。日本はこれ
らの国から，石炭，鉄鉱石，白金などの鉱産
資源を輸入している。
③　Cの中国は，人口の多さや貿易品に衣類が
あることからアと判断できる。

⑵　地図中では，日付変更線の西にある日本から
順に，日付が変わる。さらに西側へロンドン，
ブエノスアイレス，ホノルルの順で日付が変わ
るため，時差が最も大きいのは，ホノルルとな
る。実際の距離と時差の大きさは，必ずしも比
例しないため注意する。
⑶　アメリカは世界の食料基地である。中国，イ
ンドなどは，生産量は多いが人口も多いため，
輸出できる量は限られている。

4 ⑴　福井県鯖
さば

江
え

市でつくられる眼鏡のフレームは
日本全体の約９割をしめている。
⑶①　八幡製鉄所から重工業が発展した。
②　印刷業は東京で特にさかんである。
⑷　夏に東部沿岸に濃霧が発生しやすいため，気
温が上がりにくい。また，乳牛が涼しい気候を
好むため。
⑹　製造品出荷額は中国・四国地方が約35兆円，
関東地方が約81兆円で，人口は中国・四国地方
が約1131万人，関東地方が約4296万人となり，
一人あたりの出荷額は，中国・四国地方のほう
が多い。


